
● 【特集】出石永楽館復原 
● ＡＥＤ設置箇所 
● 長寿医療制度 
● 子どもの救急 
● 市政ニュース 
● まちの話題 
● 元気発信 
● 保育園に広報マン・笑顔の輪 
● くらしの情報 
● ９月の主な行事 
● 文化施設巡り 

2 
10 
12 
14 
16 
18 
20 
21 
24 
33 
34

今月号の主な内容 
● 【特集】出石永楽館復原 
● ＡＥＤ設置箇所 
● 長寿医療制度 
● 子どもの救急 
● 市政ニュース 
● まちの話題 
● 元気発信 
● 保育園に広報マン・笑顔の輪 
● くらしの情報 
● ９月の主な行事 
● 文化施設巡り 

※
関
連
記
事

※
関
連
記
事
2
〜
9
ペ
ー
ジ
に
掲
載

ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

※
関
連
記
事
2
〜
9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

2 
10 
12 
14 
16 
18 
20 
21 
24 
33 
34

広報 

今月号の主な内容 

第81号 

2008
（平成20年） 

－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

825月 日発行 

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 �（３２）０００１　竹野 �（４７）１１１１　日高 �（４２）１１１１　出石 �（５２）３１１１　但東 �（５４）１０００ 
� ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 �（３２）０００１　竹野 �（４７）１１１１　日高 �（４２）１１１１　出石 �（５２）３１１１　但東 �（５４）１０００ 
� ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

市の鳥「コウノトリ」　市の両生類「オオサンショウウオ」　市の石「玄武岩」 市の鳥「コウノトリ」　市の両生類「オオサンショウウオ」　市の石「玄武岩」 



■
永
楽
館
の
興
行 

… 

庶
民
の
娯
楽 

再
び
活
気
づ
く 

出
石 

永
楽
館
「
復
原
」 
出
石 

永
楽
館
「
復
原
」 

〜
庶
民
庶
民
の
娯
楽
娯
楽
の
殿
堂
殿
堂  

復
活
復
活
〜 

閉
館
か
ら

閉
館
か
ら
４４
年
の
歳
月
を
経
て

年
の
歳
月
を
経
て 

　
　
　
　
平
成
の
時
代
に
蘇
っ
た
永
楽
館

　
　
　
　
平
成
の
時
代
に
蘇
っ
た
永
楽
館 

　
明
治
当
時
の
庶
民
が
沸
い
た

　
明
治
当
時
の
庶
民
が
沸
い
た 

　
　
　
出
石
城
下
町
に
「
あ
の
笑
顔
」
再
び

　
　
　
出
石
城
下
町
に
「
あ
の
笑
顔
」
再
び 

〜
庶
民
の
娯
楽
の
殿
堂  

復
活
〜 

当時の趣きと風情 
　  色濃く残し  今夏蘇る… 
当時の趣きと風情 
　  色濃く残し  今夏蘇る… 

閉
館
か
ら
４４
年
の
歳
月
を
経
て 

　
　
　
　
平
成
の
時
代
に
蘇
っ
た
永
楽
館 

　
明
治
当
時
の
庶
民
が
沸
い
た 

　
　
　
出
石
城
下
町
に
「
あ
の
笑
顔
」
再
び 

2広報とよおか　2008.8.25

特集　出石永楽館復原



■
永
楽
館
の
興
行

■
永
楽
館
の
興
行 

… 

庶
民
の
娯
楽

庶
民
の
娯
楽 

再
び
活
気
づ
く

再
び
活
気
づ
く 

〜
庶
民
の
娯
楽
の
殿
堂  

復
活
〜 

閉
館
か
ら
４４
年
の
歳
月
を
経
て 

　
　
　
　
平
成
の
時
代
に
蘇
っ
た
永
楽
館 

　
明
治
当
時
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沸
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当時の趣きと風情 
　  色濃く残し  今夏蘇る… 

■
永
楽
館
の
興
行 

… 

庶
民
の
娯
楽 

再
び
活
気
づ
く 

　
か
つ
て
、
庶
民
に
と
っ
て
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
っ
て
い
た
永
楽
館
。
興
行 

の
日
は
、
皆
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。 

　
永
楽
館
に
詰
め
掛
け
た
庶
民
は
、
役
者
の
舞
台
ま
わ
り
に
釘
付
け
に
な
り
、 

胸
躍
ら
せ
、
古
き
良
き
時
代
が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。 
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■
娯
楽
の
中
心
に
永
楽
館

　

永
楽
館
は
、
今
か
ら
１
０
０
年
以
上
も
前
に

建
て
ら
れ
た
近
畿
に
現
存
す
る
最
古
の
芝
居
小

屋
で
し
た
。
前
身
の
永
楽
館
は
、 
小  
幡 
久
次
郎

お 

ば
た

氏
が
、
明
治　

年（
１
９
０
０
年
）に
起
工
式
を

３３

行
い
、
翌
年
に
常
設
劇
場
の
新
設
許
可
を
得
て
、

竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
期
に
は
、
京
阪
神
か
ら
歌
舞
伎
一
座
が

や
っ
て
来
て
興
行
を
行
い
、
ま
た
、
大
正
期
に

入
る
と
活
動
写
真（
映
画
）の
上
映
に
も
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
弁
士
が
動
く
写
真
を

名
調
子
で
解
説
す
る
な
ど
、
出
石
の
娯
楽
の
中

心
と
し
て
盛
況
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

■
時
代
の
流
れ
に
の
ま
れ
て
閉
館

　

昭
和
期
に
入
り
、
娯
楽
の
中
心
が
映
画
に
移

り
変
わ
っ
て
い
く
と
、
治
安
維
持
の
た
め
、
警

官
の
臨
監
席
が
設
け
ら
れ
、
思
想
娯
楽
の
検

閲
・
統
制
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
行
わ
れ
た
昭

和　

年
、
永
楽
館
は
閉
館
し
ま
し
た
。

３９
■
復
活
の
兆
し

　

昭
和　

年
、「
第
１
回
兵
庫
町
並
み
ゼ
ミ
」
が

６２

出
石
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
永
楽
館
を
復

原
し
よ
う
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
ち

づ
く
り
の
専
門
家
や
建
築
家
な
ど
と
議
論
が
進

み
、
同
ゼ
ミ
の
参
加
者
は
「
出
石
の
ま
ち
並
み

の
活
性
化
に
と
っ
て
永
楽
館
は
貴
重
な
資
源
の

一
つ
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
参
加
者
た
ち
は
、
出
石
の
ま
ち
並
み

の
保
存
活
動
を
主
に
す
る
「
出
石
城
下
町
を
活

か
す
会
」
を
結
成
し
、
建
築
関
係
を
含
む
各
方

面
の
専
門
家
な
ど
約
１
５
０
人
が
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

■
復
原
へ
の
課
題

　

永
楽
館
は
、
個
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
館

内
に
は
廻
り
舞
台
や
花
道
、
奈
落
な
ど
、
芝
居

小
屋
に
必
要
な
装
置
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
閉

館
後
も
、
小
幡
家
の
懸
命
な
管
理
が
あ
っ
た
た

め
、
ほ
ぼ
原
型
を
と
ど
め
て
き
ま
し
た
。

　

復
原
に
向
け
て
の
大
き
な
課
題
は
、
永
楽
館

が
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
修
復
費
用
も
多
額

に
な
る
こ
と
で
し
た
。

　

復
原
計
画
の
検
討
を
重
ね
る
「
出
石
城
下
町

を
活
か
す
会
」
は
、
行
政
の
力
を
借
り
る
こ
と

に
意
見
が
ま
と
ま
り
、
行
政
に
計
画
を
説
明
し
、

支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
か
い
が
あ
り
、

復
原
に
向
け
た
取
組
み
が
動
き
出
す
こ
と
に
。

小
幡
家
は
永
楽
館
を
市
へ
寄
贈
し
、
建
物
は
、

市
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

■
復
原
へ
動
き
出
す

　

平
成　

年
、
復
原
へ
向
け
た
建
物
調
査
が
始

１０

ま
り
ま
し
た
。
史
実
に
基
づ
い
て
元
の
姿
に
戻

す
た
め
、
創
建
当
時
の
材
料
や
工
法
、
痛
ん
で

い
る
部
分
な
ど
を
入
念
に
調
べ
、
記
録
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

永
楽
館
が
芝
居
小
屋
と
し
て
最
も
華
や
か

だ
っ
た
大
正　

年
ご
ろ
の
姿
を
想
定
し
、
当
時

１１

の
写
真
や
資
料
、
実
際
の
構
造
を
確
認
し
な
が

ら
復
原
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

特集　出石永楽館復原

■
永
楽
館
「
復
原
」
年
表

復原までの 

軌跡 

【
明
治
】

　

年　

・
第　

代
小
幡
久
次
郎

３４

１０
氏
に
よ
り
永
楽
館
建

築

※
歌
舞
伎
の
興
行
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る

【
大
正
】

初
期　

・
映
画
が
上
映
さ
れ
始

め
、
活
気
づ
く

【
昭
和
】

初
期　

・
娯
楽
の
中
心
が
映
画

へ

　

年　

・
閉
館

３９
　

年　

・
復
原
へ
向
け
た
建
物

６２

調
査
開
始

【
平
成
】

　

年　

・
小
幡
家
か
ら
出
石
町

１０

へ
建
物
が
寄
贈
さ
れ

る

　
　
　

・
永
楽
館
が
出
石
町

（
現
豊
岡
市
）の
指
定

文
化
財
と
な
る

　

年　

・
復
原
工
事
（
建
築
・

１８

電
気
・
機
械
設
備
）

始
ま
る

　

年　

・
舞
台
吊
物
・
音
響
照

１９

明
設
備
工
事
に
着
手

　

年　

・
復
原
竣
工
式

２０
　
　
　

・
永
楽
館
柿
落
大
歌
舞

伎

永
楽
館
「
復
原
」
年
表
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私
は
生
ま
れ
育
っ
た
ま

ち
出
石
に
愛
着
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
ま
ち
に

は
全
国
に
誇
れ
る
永
楽
館

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
永
楽
館
を
利
用
す

る
お
客
さ
ん
に
気
持
ち
良

く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
も
た
ら
う
た
め
、
私
が

所
属
す
る
グ
ル
ー
プ「
夢
ぱ
れ
っ

と
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
４
０
０
枚

の
座
布
団
に
カ
バ
ー
を
縫
い
付
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
呼
び
か
け
に
応
え
て
い

た
だ
い
た
方
々
な
ど
合
わ
せ
て　
２２

人
で
、
開
催
期
間
中
、
館
内
な
ど

　

永
楽
館
は
と
て
も
素
晴
し
い
芝

居
小
屋
で
す
。
こ
こ
で
芝
居
を
演

じ
ら
れ
る
の
は
役
者
み
ょ
う
り
に

つ
き
ま
す
。

　

豊
岡
は
よ
い
ま
ち
で
す
。
緑
豊

か
で
、
こ
こ
に
住
む
人
々
も
温
か

い
。
お
練
の
時
も
沿
道

に
た
く
さ
ん
の
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

�
落
と
し
と
い
う
こ

と
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

お
客
様
と
の
距
離
が
近

い
の
で
う
れ
し
い
で
す

し
、
や
り
が
い
も
あ
り

　

「
�
落
と
し
を
上
方
歌
舞
伎
で

飾
り
た
い
」。
８
月
１
日
、
そ
ん

な
夢
が
叶
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
何
度
と
な
く
永
楽

館
復
原
の
動
き
が
止
ま
り
そ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

人
々
や
関
係
者
な
ど
多
く

の
人
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
を
永
楽
館
の 
幟 
で

の
ぼ
り

華
や
か
に
し
よ
う
と
い
う

呼
び
か
け
に
、
快
く
立
ち

上
が
っ
て
く
れ
た
出
石
町

民
の
素
晴
し
い
心
意
気
に

も
感
謝
し
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
約

１
カ
月
半
。
途
方
も
な
い

作
業
で
し
た
が
仕
上
が
っ

た
時
は
感
無
量
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
よ
く

芝
居
を
観
に
行
っ
た
永
楽

館
の
工
事
に
携
わ
れ
、
と

て
も
幸
せ
で
す
。
ま
ち
の

宝
が
、
ま
た
一
つ
増
え
ま

し
た
。

（永楽館復原工事棟梁）
田中　定さん

「仕上がった時は感無量」

　

古
い
建
物
の
建
替
え
や
復
原
は
、

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
手
が
け
て
き

ま
し
た
が
、
文
化
財
を
担
当
し
た

の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

復
原
工
事
で
一
番
苦
労
し
た
こ

と
は
、
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
使

う
と
い
う
こ
と
。
最
初
に
調
査
を

始
め
、
１
本
ず
つ
の
柱
が
ど
の
方

向
に
ど
れ
だ
け
傾
き
、
ど
れ
だ
け

上
下
し
て
い
る
の
か
を
計
測
し
、

使
わ
れ
て
い
る
木
材
す
べ
て
に
番

号
を
付
け
な
が
ら
記
録
し
て
い
き

（出石永楽館実行委員会会長）
上坂卓雄さん

「出石町民の心意気に感謝」
　

永
楽
館
の
新
し
い
歴
史
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
永
楽
館
が
一
人
で
も
多
く

の
人
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（夢ぱれっとのメンバー）
川見祐枝さん

「永楽館の雰囲気はぴったり」

の
掃
除
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

永
楽
館
の
雰
囲
気
は
出
石
に

ぴ
っ
た
り
。
出
石
の
新
し
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
地
域
の
人
々

や
観
光
客
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え

る
と
い
い
で
す
ね
。

（永楽館柿落大歌舞伎座頭）
片岡愛之助さん

「お客様と一体になれました」

ま
し
た
。

　

永
楽
館
の
歴
史
は
始
ま
っ
た 

ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
こ
の
永 

楽
館
で
芝
居
を
演
じ
ら
れ
る
日 

が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て 

い
ま
す
。
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復
原
を
祝
い 

あ
ふ
れ
る
笑
顔 

■
永
楽
館
竣
工
式
を
開
催

　

７
月　

日
、
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

２３

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
共
に
永
楽
館

の
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
た
め
、
当
日

は
、
地
元
住
民
や
関
係
者
な
ど
が
見
守
る
中
、

「
豊
岡
少
年
少
女
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
合
唱

団
」
の
子
ど
も
た
ち
約
１
０
０
人
が
２
階
席

か
ら
「
歓
喜
の
歌
」「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
唄
」
を

披
露
。
最
後
に
出
席
者
全
員
で「
豊
岡
市
歌
」

を
合
唱
し
、
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

特集　出石永楽館復原

■
興
行
の
始
ま
り
を
告
げ
る
お 
練 ねり

　

７
月　

日
、
�
落
大
歌
舞
伎
の
開

３１

催
を
告
げ
る「
お
練
」を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
役
者
の
片
岡
愛
之
助
さ

ん
、
中
村
壱
太
郎
さ
ん
、
片
岡
秀
太

郎
さ
ん
が
人
力
車
に
乗
り
込
み
、
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
、
出
石
藩
夏
ま
つ
り
「
ゆ
ら
ぎ

の
回
廊
」
も
同
時
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
沿
道
に
は
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
町
内
は
祭
り
ム
ー
ド
に
染

ま
り
ま
し
た
。
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■
永
楽
館
柿
落
大
歌
舞
伎
を
開
催

　

８
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
５
日
間
、

永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
連
日
満
員
で
、
詰
め
掛
け
た

観
客
は
役
者
の
演
じ
る
舞
台
に
見
入
り
、

往
年
の
永
楽
館
を
知
る
人
は
、
遠
い
記
憶

と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
懐
か
し
む
よ
う
に

歌
舞
伎
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
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特集　出石永楽館復原

●花道
　舞台の下手（向かって左側）よりにある、細長い
廊下のような舞台のこと。メインの舞台とは離れ
た土地を表したり、異界を表したります。舞台か
ら三分、下手から七分の所を「七三」といい、こ
こで役者が見得を切ったり、名乗りを上げたりす
る定位置で、花道の中でも「七三」の目の前の席
は大人気となります。また、この七三の位置には
役者が昇降して登場したり退場したりする構造が
あり、これを「すっぽん」といいます。
●太夫座
　舞台の上手にあります。上下２段になっていて、
上段は義太夫狂言を語る場所（いわゆるナレー
ター）で、太夫座は、別名「チョボ床」といいます。
●衣裳部屋
　その名のとおり役者の衣装を置いたり着付けを
する所です。永楽館の衣裳部屋の広さは約７．５畳
です。
●ブドウ棚
　舞台の天井部には、格子状に竹を荒縄で留めた
「ブドウ棚」があります。この棚からは、看板や
幕を吊るしたり、演目に合わせて裏方がブドウ棚
の上を歩き紙吹雪などを降らせます。
●収容人数　３６８人

▲舞台中央にある大きな円のこと。舞台装置や役
者を乗せたまま回転させる装置

▲役者などが顔や体に付いた化粧や墨を落とす風
呂場のことで、永楽館では、下手側奥の１階に
あります

●廻り舞台●廻り舞台

●湯殿●湯殿
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　出石永楽館の復原を記念して、市とＮＨＫ神
戸放送局では、ラジオ番組「上方演芸会」公開
録音を、下記のとおり開催します。
　この番組では、演芸ファンの方々に上方なら
ではの豊かな笑いをお届けしています。
　公開録音の観覧を希望の方は、次の要領で申
し込みください。

◇日　　時　１０月３日（金）
　　　　　　開場：午後６時～
　　　　　　開演：午後６時３０分～
　　　　　　（終演予定：午後８時）

◇会　　場　出石永楽館（出石町柳１７‐２）

◇定　　員　３００人

◇入　場　料　無料

◇出　演　者　コメディ№１、シンクタンク、
　　　　　　海原はるか・かなた、
　　　　　　海原さおり・しおり

◇申込方法　観覧希望の方は、「往復ハガキ」
の往信用裏面と返信用表面に、①
郵便番号②住所③氏名（往信用裏
面には④電話番号も）を書いて、
次の宛先まで応募ください（右の
ハガキ記入例参照）。１枚で２人が
入場できる入場整理券を送ります。
※応募多数の場合は、抽選となり
ます。
※応募は１人１枚に限ります。

◇宛　　先　〒６６８‐８６６６　豊岡市中央町２‐４
　　　　　　豊岡市教育委員会文化振興課内
　　　　　　「ＮＨＫ上方演芸会」係

◇応募期限　９月１６日（火）必着

◇放送予定
　・ラジオ第１／全国
　　　１０月３１日（金）
　　　午後９時３０分～５５分
　　　１１月７日（金）
　　　午後３時１０分～３５分
　・ラジオ第２／全国（再放送）
　　　１１月８日（土）
　　　午後３時１０分～３５分
　　　１１月１５日（土）午後３時１０分～３５分
《問合せ》文化振興課�２３－１１６０

《申込往復ハガキ記入例》

往信 

〒668‐8666

豊岡市中央町2‐4 

豊岡市教育委員会 

文化振興課内 

「ＮＨＫ上方演芸会」係 

《返信用裏面》 

こちら側には 
何も記入しないで 
ください。 

返信 

〒///‐////

（申込者の） 

① 郵便番号 

② 住所 

③ 氏名 

《往信用裏面》 

① 郵便番号 

② 住所 

③ 氏名 

④ 電話番号 

コメディNo.1 シンクタンク 海原はる・かかなた 海原さおり・しおり

10月 3日（金） 
永楽館で開催 NHK公開録音「上方演芸会」 NHK公開録音「上方演芸会」 NHK公開録音「上方演芸会」 

観覧者募集！ 

今後のイベント予定　
　９月２６日（金）午後６時３０分～　桂三枝のひょうご親子寄席（大人２，０００円、小人１，０００円、親子券２，５００円）
　１０月１８日（土）～１９日（日）　第１４回全国芝居小屋会議
　１１月２日（日）　桂小米朝改メ「五代目桂米団治襲名披露」落語会
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　市・県・各スポーツクラブ２１などでは、心室細動な
どで血液を正常に送り出せなくなった心臓に、電気
ショックを与えることで蘇生させる救命装置「自動体
外式除細動器（ＡＥＤ）」を、市内の市立３９施設（他に
森本 ･神鍋 ･資母 ･高橋 ･合橋診療所にも配備）およ
び県立１５施設に配備しています。
　心肺停止の際の救命は時間との勝負です。家族や居合わせた人の救命処
置で、その生存確率は大幅に上昇します。万一に備え、ＡＥＤの使用方法
や設置場所を覚えておきましょう。なお、ＡＥＤの使用方法と心肺蘇生法
は、消防本部の行う普通救命講習会で学ぶことができます。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

《問合せ》健康増進課保健政策係�２４－１１２７　消防本部豊岡消防署救急係�２４－８０３８

▲夏休み子ども防災監養成
講座での救命講習

公共（市・県立）の施設　５４カ所
（８月１０日現在・行政区順）

住　所施設名（設置場所）地域

日高町堀８０９
日高東部健康福祉センター
（総合案内）

日高

日高町野々庄９３４府中小学校（体育館玄関）

日高町中３２０-１
八代小学校（職員室・体育館
アリーナ入り口）

日高町岩中１
日高高等学校（専攻科棟 １階 
保健室前廊下）

日高町岩中２２
日高小学校（保健室・グラウ
ンド物置）

日高町道場１５７-１
静修小学校（校務員室入り口
付近）

日高町祢布８９１-２
日高健康福祉センター（玄関
ホール右側）

日高町祢布９２０日高総合支所（職員玄関）
日高町水上１６０日高東中学校（保健室前廊下）
日高町栗山７３５三方小学校（職員玄関）
日高町庄境４１０日高西中学校（職員室前廊下）

日高町頃垣４０
日高西部健康福祉センター
（玄関ホール左側）

日高町山宮１３３７-１清滝地区公民館（事務室）

日高町名色８８-５０
但馬ドーム（ドーム棟３塁側
本部席）

日高町東河内６０８-２西気小学校（児童玄関ホール）
出石町下谷３５-１出石高等学校（１階 職員室）

出石

出石町内町１出石総合支所（健康福祉課）
出石町弘原２０２-１出石中学校（職員玄関）

出石町福住１３０２
出石健康福祉センター（玄関
ロビー）

出石町水上３１６
出石農村環境改善センター
（事務室）

出石町鳥居３１
小坂小学校（体育館アリーナ
入り口）

出石町宮内２-８
出石特別支援学校（正面玄関
事務室受付横）

但東町坂野４７０
たんたん温泉福寿の湯（フロ
ント）

但東
但東町出合１５０但東総合支所（総務課）

但東町出合４３３-１
但東健康福祉センター（１階 
社会福祉協議会事務室）

但東町三原１０８-１但東中学校（職員玄関内廊下）
但東町正法寺１６５但東シルク温泉館（フロント）

住　所施設名（設置場所）地域
大磯町１-６５豊岡南中学校（体育館玄関）

豊岡

大磯町１-７５
総合体育館（アリーナ入り口
ロビー）

城南町２３-６
豊岡市保健センター（２階 健
康増進課事務室）

三坂町２-９
豊岡聴覚特別支援学校（１階 
保健室前廊下）

京町１２-９１
豊岡高等学校（１階 全日制職
員室東側出入口）

中央町２-４豊岡市役所（市民課ロビー）

中央町１６-５
豊岡小学校（体育館１階アリー
ナ入り口）

幸町１-８
豊岡こども家庭センター（１
階 事務室）

幸町７-１１
豊岡健康福祉事務所（２階 受
付）

加広町６-６８
豊岡総合高等学校（Ｃ棟 ２階 
職員室・第１体育館準備室

九日市上町６６０-５
但馬技術大学校（本館 １階 事
務室）

妙楽寺４１-１但馬文教府（１階 事務室）

祥雲寺１２７
コウノトリの郷公園（管理・
研究棟 １階 獣医室）

野上１６２田鶴野小学校（体育館玄関）
中陰１五荘小学校（職員室前廊下）
中陰２５０豊岡北中学校（職員玄関）

岩井１５９８-３４
但馬空港管理事務所（ターミナ
ルビル １階 ロビー・２階 但馬空
港管理事務所）

吉井６２０奈佐小学校（体育館管理室内）
小島１１６３円山川公苑（１階 救護室）
気比３４８５港中学校（職員室）
城崎町湯島６１７城崎中学校（職員室前廊下）

城崎 城崎町湯島１０６２城崎大会議館（１階 事務室）
城崎町桃島１０５７-１城崎総合支所（用務員室）
竹野町森本５４１森本中学校（職員玄関）

竹野
竹野町須谷１４７８

竹野健康福祉センター（事務
所前ロビー）

竹野町竹野１５８５-１竹野総合支所（玄関ロビー）
竹野町竹野２０５６竹野中学校（職員室前廊下）
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子育てが楽しいまち・子どもが元気に育つまち・豊岡
子育てフォーラム　　　　　　　　　　　　　　　　
「運動遊びで脳力パワーアップ」を開催します

　市では、動的な遊びや親子・友だちとのふれあい遊びが子どもの脳の発達に与える影響を学
ぶことにより、子育て・子育ちの重要性を確認するとともに「子育てが楽しいまち・子どもが
元気に育つまち・とよおか」を広くＰＲします。皆さん、ぜひ、お越しください。

ヘルスアップ運動教室
4期生を募集します

◇日　時　１０月４日（土）午後１時～
◇場　所　出石文化会館ひぼこホール
◇内　容　講演「動的な遊びは
　　　　　脳を育てる必須アイ
　　　　　テム」
　　　　　諏訪東京理科大学
　　　　　教授　篠原 菊  紀 さん

きく のり

◇参加費　無料
◇定　員　４００人（先着順）
◇申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入

の上、持参または郵送、ファックス
で申し込みください。

※託児を希望の方は、申込用紙に「託
児希望」と記入ください。

◇申込用紙配布場所　こども育成課、各教育委員
会分室、各地区公民館、各子育てセン
ター、各保育園、各幼稚園、各小学校

◇申込期間　９月３日（水）～２６日（金）
《申込み・問合せ》
　　 こども育成課�２９－００５３　ＦＡＸ２９－００５４

ボクササイズで運動！
豊岡健康をすすめる会
健康教室を開催します
　ボクシングの
動きを取り入れた
有酸素運動（ボ
クササイズ）で、メ
タボリックシンド
ロームの予防とス
トレスの解消をしませんか？楽
しく体を動かします。皆さん、
ぜひ、参加ください。
◇日　時　９月２２日（月）
　　　　　午後７時４５分～９時
◇場　所　総合体育館
◇対　象　市内在住の方
◇講　師　 ＴＡ  ＮＡ  ＫＡ 

た な か

　　　　　ボクシングジム　
　　　　　シャープタナカさん
◇参加費　無料
◇持参品　上靴・タオル・飲
　　　　　み物
◇申込方法　電話で申し込

みください。
◇申込期限　９月１９日（金）
《申込み・問合せ》
豊岡健康をすすめる会事務
局（豊岡市保健センター内）
　�２４－１１２７

　　メタボを予防・解消したい！
　　　　運動習慣を身につけたい！
　　　　　こんな方は、ぜひ、参加ください！
◇期　間　１０月～平成２１年３月（６カ月間）週１回
◇場　所　豊岡市保健センター
◇対　象　市内在住の４０歳～７４歳の方（年齢：平成２１年３月３１日現在）

※ただし、整形・循環器疾患等で治療中の方は、主治医
の許可のある方に限ります。

◇内　容　個人の体力にあった有酸素運動と筋力トレーニングメニュー
を提案し、教室と自宅で行っていく運動教室です。

◇コース　いずれかのコースを第２希望まで申し込みください。
※各コース定員を超えた場合、抽
選の上、他のコースを案内させ
ていただく場合があります。

※コース番号⑥は、時間内であれ
ば何時に来ていただいても結構
ですが、各コースより参加人数
が多くなるため時間帯によって
は混み合う場合もあります。

◇参加費　２０，５００円（歩数計・テキスト代５，５００円＋月会費２，５００
　　　　　円×６カ月）※２回に分けて徴収します。
◇申込方法　電話で申し込みください。
◇申込期限　９月１０日（水）
◇体験会　９月５日（金）午前１０時３０分～・豊岡市保健センター

また、体験会以外の時間でも見学が可能です。希望の
方は、電話で申し込みください。

《申込み・問合せ》豊岡市保健センター�２４－１１２７

定員時間帯曜
日

コース
番号

６人19：30 ～ 21：00木①
４人　9：00 ～ 10：30

金

②
６人10：30 ～ 12：00③
６人13：30 ～ 15：00④
７人15：00 ～ 16：30⑤
９人　9：00 ～ 12：00土⑥
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

※
７
月　

日
付
で
送
付
済
の
後
期

１６

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
の
「
保
険
料
算
定
の
基

礎
」
の
項
目
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
、
軽
減
に
該
当
す
る
か
確
認

で
き
ま
す
。

●
均
等
割
額
（
年
額
３
９
、
０
９

３
円
）
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い

る
方
（
保
険
料
額
決
定
通
知
書

の
「
⑦
軽
減
額
」
欄
が
２
７
、

３
６
６
円
の
方
）
…
均
等
割
額

を
一
律
８
・
５
割
軽
減
し
ま
す

〈
均
等
割
額（
年
額
）は
、
１
１
、

７
２
７
円
か
ら
５
、７
０
０
円

に
下
が
り
ま
す
〉。

●
所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、

保
険
料
の
算
定
対
象
所
得
（
総

所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除　
３３

万
円
を
引
い
た
金
額
）
が　

万
５８

円
（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

２
１
１
万
円
）
以
下
の
方
（
保

険
料
額
決
定
通
知
書
の
「
①
賦

課
の
も
と
と

な
る
所
得
金

額
」
欄
が　
５８

万
円
以
下
の

方
）
…
所
得

割
額
を
一
律

５
割
軽
減
し

ま
す
〈
年
金
収
入
２
１
１
万
円

の
み
の
場
合
は
所
得
割
額
（
年

額
）が
４
１
、７
０
２
円
か
ら
２

０
、８
５
１
円
に
下
が
り
ま
す
〉。

※
軽
減
後
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、

８
月
以
降
の
納
期
で
調
整
し
ま

す
。

※
出
石
町
奥
小
野
お
よ
び
但
東
町

奥
赤
に
居
住
の
方
は
、
特
例
に

よ
り
、
所
得
割
の
料
率
お
よ
び

均
等
割
額
が
異
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
度
以
降
の
軽
減
対
策

２１

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容

が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
引

き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
方
や
今
後
、

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る
方

の
う
ち
、
次
の
要
件
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
に
よ

り
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
確

実
に
納
付
し
て
い
た
方
（
本

人
）
が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

す
る
場
合　

●
連
帯
納
付
義
務
者
（
世
帯
主
ま

た
は
配
偶
者
）
が
い
る
方
（
年

金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の

方
）
で
そ
の
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
す
る
場
合

※
申
し
出
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
申
し
出
後
、
手
続
き
完
了
ま
で

に
は
、
３
〜
４
カ
月
か
か
り
ま

す
。

【参考】保険料の計算方法 

〔平成１９年中の総所得金額等（※注１）－３３０，０００円〕×７．１９％ ３９，０９３円 平成２０年度保険料額 
（最高限度額５０万円） ＋ ＝ 

①所得割額 ②均等割額 ① ＋ ② 

●均等割額が７割軽減されている方（年金収入のみの場合１６８万円以下）は、８．５割軽減となります。
●保険料算定対象所得（総所得金額等から基礎控除３３万円を引いた金額）が５８万円（年金収入のみの場
合、２１１万円）以下の方は、所得割額が一律５割軽減となります。

※注１…総所得金額等とは、収入額から控除額を引いた金額です。この控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことで、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。

平
成　

年
度

２０

　

保
険
料
軽
減
対
策

（
手
続
き
は
不
要
で
す
）

保
険
料
納
付
方
法
の
変
更

　

国
で
は
、
長
寿
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
新
た
な
対
策
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
の
軽
減
対
策
の
内
容
は
、
既
に
７
月　

日

２０

１６

付
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
た
保
険
料
の
決
定
通
知
書
に
同

封
し
ま
し
た
「
保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
の
と
お

り
で
す
が
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
に
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
変
更
決
定
通
知
書
を
８
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》市
民
課
国
保
医
療
係
�　

－

９
０
６
１
ま
た
は
兵
庫
県
後

２１

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
�
０
７
８－

３
２
６－
２
０
２
１

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の 

　
　
　
　
保
険
料
軽
減
対
策
等
が
変
わ
り
ま
し
た 

﹇
７５
歳（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
６５
歳
）以
上
の
方
が
対
象
﹈ 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
９
月　

日（
土
）は

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
９
月
１
日（
月
）・
８
日（
月
）・

　

日（
火
）・　

日（
月
）・　

日

１６

２２

２９

（
月
）は

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

▽
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
内
に
在
住
の　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

加
入
の
種
別
は
、
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
は
第
１
号
被
保
険
者
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

は
第
２
号
被
保
険
者
、
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
（
収
入
が
一
定
額
を
超
え
な
い

方
）
は
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

　

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
、

結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
、

国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
、
種
別
変
更
等
の

手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き

は
、
第
１
号
被

保
険
者
は
、
市

役
所
ま
た
は
各

総
合
支
所
で
行

い
ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
は
、

個
別
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
３
号
被
保
険
者
は
、
配
偶
者
の

勤
務
先
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
や
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
就
職
・
転
職
な
ど
の
際
は
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年　

月
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特

１２

別
便
」
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
現
役
加
入
者

（
自
営
業
者
、
会
社
勤
め
の
方
、
学

生
等
）
の
方
々
に
も
、
６
月
か
ら

　

月
ま
で
の
間
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

１０
　

同
封
さ
れ
て
い
る
年
金
加
入
記

録
に
つ
い
て
「
漏
れ
」
や
「
間
違

い
」
が
な
い
か
確
認
い
た
だ
き
、

間
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
回
答
票

に
漏
れ
て
い
る
記
録
等
を
記
入
の

上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

間
違
い
が
な
い
場
合
も
、
記
録

訂
正
が
な
い
旨
を
記
入
の
上
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
が　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
の
年
金

額
の
増
額
に
向
け
て
、
追
納
制
度

を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
追
納
月
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

▽
申
込
方
法　

豊
岡
社
会
保
険
事

務
所
で
、
国
民
年
金
保
険
料
追

納
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

届
出
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
確
実
に

受
け
取
る
た
め
に
、
住
所
異
動
の

際
は
、
年
金
住
所
の
変
更
手
続
き

も
お
願
い
し
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
学
生
納

付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予

を
受
け
て
い
た
期
間
は
、
保
険
料

―
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・

若
年
者
猶
予
期
間
の
あ
る
方
へ
―

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

■平成２０年度追納月額（追納月額は毎年変更）

免除区分・追納月額
免除対象年度

１/４免除半額免除３/４免除全額免除

－

－

－

１６，５９０円
平成１０年度

（１０年を経過して
いない分に限る）

１５，９５０円平成１１年度

１５，３２０円平成１２年度

１４，７４０円平成１３年度

７，０９０円１４，１８０円平成１４年度

６，９８０円１３，９７０円平成１５年度

６，８８０円１３，７７０円平成１６年度

６，９１０円１３，８１０円平成１７年度

３，４６０円６，９３０円１０，３９０円１３，８６０円平成１８年度

３，５２０円７，０５０円１０，５７０円１４，１００円平成１９年度

現
役
加
入
者
へ
も

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

届
き
ま
す
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〜
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
〜 

「
嘔  

吐
」 

4

お
う 

と 

　

嘔
吐
と
下
痢
は
、
誰
も
が
１
年

に
１
回
は
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

か
な
り
多
い
症
状
で
す
。
ほ
と
ん

ど
は
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
中
に
は
緊
急
治
療
が

必
要
な
病
気
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
す
べ
き
症
状

や
状
態
、
対
処
法

を
学
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

《
救
急
受
診
す
べ
き
嘔
吐
》

　

こ
れ
ま
で
の
３
回
を
通
し
て
、

意
識
が
お
か
し
い
、
息
を
し
て
い

な
い
、
息
が
弱
い
、
皮
膚
が
冷
た

い
、
顔
面
そ
う
白
な
ど
と
い
っ
た

状
態
を
感
じ
た
と
き
は
、
ど
ん
な

症
状
で
あ
れ
、
す
ぐ
に
救
急
外
来

へ
と
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

嘔
吐
の
場
合
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
の
よ

う
な
症
状
が
現
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
来

院
し
て
く
だ
さ
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は

救
急
車
を
呼
ん
で

も
構
わ
な
い
で

し
ょ
う
。

○
意
識
が
お
か
し
い
、
行
動
が
お

か
し
い

○
け
い
れ
ん
を
合
併

○
吐
く
前
に
転
ん
だ
り
、
落
ち
た

り
し
て
頭
を
ぶ
つ
け
た

○
赤
い
も
の（
血
液
）を
大
量
に
吐

く
○
激
し
い
腹
痛
を
訴
え
る

○
激
し
い
頭
痛
を
訴
え
る
（
特
に

発
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
の
合
併
）

○
水
分
を
全
く
受
け
付
け
ず
、
お

し
っ
こ
も
少
な
く
、
元
気
が
な

い

○
何
度
も
噴
水
状
に
嘔
吐
す
る

　

特
に
、「
発
熱
＋
頭
痛
＋
嘔
吐
」

の
組
み
合
わ
せ
は
、
髄
膜
炎
の
可

能
性
も
あ
り
、
緊
急
治
療
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
頭
を
ぶ
つ
け
た
時
に
は

し
ば
ら
く
症
状
が
な
く
て
も
遅
れ

て
け
い
れ
ん
や
嘔
吐
が
出
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
低　

時
間

４８

は
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

や
は
り
重
要
な
の
は
、
意
識
・

呼
吸
・
循
環
（
呼
び
か
け
へ
の
反

応
、
呼
吸
の
有
無
・
強
さ
、
皮
膚

の
色
・
温
か
さ
）
に
注
意
す
る
こ

と
で
す
。

《
嘔
吐
の
対
処
法
》

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
嘔
吐
な
ら
、

家
で
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
一
言
で
言
え
ば
、

元
気
な
時
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
元
気
と
は
、
少
し

ず
つ
水
分
が
取
れ
て
お
り
、
周
り

を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
た
り
、
呼
び

掛
け
た
ら
反
応
し
、
お
し
っ
こ
も

い
つ
も
通
り
出
て
い
る
時
で
す
。

　

嘔
吐
で
最
も
怖
い
の
は
脱
水
で

す
。
お
し
っ
こ
の
量
や
、
口
の
中

の
湿
り
具
合
、
皮
膚
の
か
さ
か
さ

度
な
ど
は
脱
水
の
指
標
に
な
り
ま

す
の
で
、
毎
日
、
元
気
な
時
に
き

ち
ん
と
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
で
様
子
を
見
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

○
脱
水
予
防

　
「
経
口
で
少
量
ず
つ（
約
５
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
ず
つ
）、
何
回
も
（
約
５

分
毎
）」
が
原
則
で
す
。

　

一
気
に
水
分
を
与
え
た
り
、
い

き
な
り
食
事
を
与
え
た
り
す
る
の

は
、
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
経
口
補
水
液
が
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
常
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
手
元
に
な
け
れ
ば
、

水
、
お
茶
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
刺
激
の
少
な

い
も
の
や
、
本

人
の
飲
み
や
す

い
も
の
で
構
い

ま
せ
ん
。
飲
め

て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
翌
日
ま

で
様
子
を
見
て
小
児
科
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○
や
さ
し
く
抱
っ
こ
、
吐
い
た
も

の
は
き
れ
い
に
拭
き
取
っ
て
！

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
そ
ば

に
い
る
だ
け
で
子
ど
も
は
安
心
感

を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
大

人
で
も
同
様
で
す

が
、
吐
い
た
も
の

の
臭
い
で
、
ま
た

吐
い
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
に
拭
い

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
吐
く
と
き
は
顔
を
横
に
向
け
て

あ
げ
ま
し
ょ
う

　

上
を
向
い
て
吐
く
と
、
窒
息
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
、
上

を
向
い
て
寝
て
い
る

状
態
で
吐
き
出
し
そ

う
な
時
は
、
す
ぐ
に

顔
を
横
に
向
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
比
較
的

多
い
症
状
の
４
つ
目
、
嘔
吐
に
関

し
て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
次
回

の
下
痢
と
合
わ
せ
て
、
年
中
見
ら

れ
る
症
状
で
す
の
で
、
き
ち
ん
と

し
た
判
断
と
対
処
法
を
身
に
付
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
分
か
ら
な
い
こ
と
、
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shouni99@
yahoo.co.jp

《
問
合
せ
》
公
立
豊
岡
病
院
総
合

　

診
療
科
�　

－

6
1
1
1
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シャープはっせん ははきゅうきゅう

　

子
ど
も
の
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
せ
き
、 
嘔  
吐 
、
下
痢
な
ど
の
場
合

お
う 

と

の
対
処
法
や
お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方
、
救
急
車
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
公
立
豊
岡
病
院
総
合
診
療
科
の
山
田
博
之
先
生
に
、
５
回

に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
嘔
吐
」
に
つ
い
て
、
掲
載
し
ま
す
。
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市
の
ご
み
袋
の
秘
密 

　

市
の
年
間
の
ご
み
排
出
量
は
、

平
成　

年
度
の
４
２
、７
９
８
ト

１２

ン
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成　

年
度
は
、

１９

３
２
、６
１
０
ト
ン
（
約　

％
減
、

２４

清
掃
土
砂
、
災
害
ご
み
を
除
く
）

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
学
校
や
地
域
で
取
り
組

ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
よ
り
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
は
、
平
成　
１２

年
度
の
２
、２
７
７
ト
ン
か
ら
平

成　

年
度
で
は
、３
、９
２
１
ト
ン

１９
に
増
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
量
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排

出
さ
れ
る
事
業
系
の
ご
み
の
量
は

あ
ま
り
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
道
路
沿
い
な
ど
で
の
空

き
缶
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
、
人

け
の
な
い
所
で
の
不
法
投
棄
も
一

向
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

資
源
に
は
、
形
を
変
え
て
再
び

利
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
制
の
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
機
を
設

置
し
た
り
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
の
廃
食

用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
の
取
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
が
昔
か
ら
持
っ
て
い
る

「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
精
神
を

大
切
に
し
、「
ち
ょ
っ
と
で
も
」
を

心
が
け
、
ご
み
の
減
量
・
再
資
源

化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
」 

８ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、
最
も
身
近
な
環

境
問
題
の
一
つ
で
あ
る「
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
」に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。《

問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7
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●
ど
う
し
て
ご
み
袋
は
透
明
な
の
？

　

ご
み
袋
の
中
身

が
見
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
利
点
が
あ
る

か
ら
で
す
。

①
中
身
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、

分
別
意
識
の
向
上
を
図
る
。

②
可
燃
性
の
高
い
液
体
や
使
い
残

し
の
あ
る
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
危

険
物
の
混
入
が
確
認
で
き
、
火

災
事
故
を
防
止
す
る
。

③
刃
物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の

鋭
利
な
も
の
に
よ
る
収
集
作
業

員
の
ケ
ガ
を
防
止
す
る
。

　

燃
や
す
ご
み
袋
は
、
中
身
の
確

認
が
で
き
る
程
度
の
半
透
明
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
な

ど
人
に
見
ら
れ
て
困
る
も
の
は
、

細
か
く
切
っ
て
捨
て
る
な
ど
、
注

意
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
袋
は
ご
み
の
種
類
に
よ
っ

て
色
が
違
う
の
？

　

燃
や
す
ご
み
は
赤
文
字
、
燃
や

さ
な
い
ご
み
は
黒
文
字
、
資
源
ご

み
は
緑
文
字
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
み

の
種
類
に
よ
っ
て
文
字
の
色
を
変

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
の
種
類
を
色
で

分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
時
間

で
行
う
ご
み
収
集
作
業
を
ス
ム
ー

ズ
に
効
率
よ
く
行
う
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。

●
製
造
方
法
が
違
う
の
？

　

ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
ご
み
袋

の
製
造
方
法
が
違
い
ま
す
。

　

ご
み
袋
は
、
高
密
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
と
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で

作
っ
て
い
ま
す
。
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
は
、
重
さ
に
強
く
、
破
れ

や
す
い
性
質
を
、
ま
た
、
低
密
度

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
重
さ
に
弱
い

が
破
れ
に
く
い
性
質
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
燃
や

し
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有

害
な
ガ
ス
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

燃
や
す
ご
み
袋
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
性
質
を
上
手
く
使
い
、
内
側
に

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
外
側
に

低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
２
層
式

に
な
っ
て
お
り
、
重
さ
に
強
く
、

破
れ
に
く
い
袋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
と
資
源
ご

み
袋
は
、
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

●
ご
み
袋
の
使
用
数
が
減
る
と
ど

ん
な
利
点
が
あ
る
の
？

　

平
成　

年
度
の
ご
み
袋
等
の
作

１９

成
数
は
、
約
４
０
０
万
枚
で
、
作

成
や
供
給
等
の
費
用
に
、
約
３
、

８
０
０
万
円
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
使
用
す
る
ご
み
袋
を

各
世
帯
で
年
間
１
枚
減
ら
す
と
、

処
理
す
る
ご
み
が
減
量
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
ご
み
袋
の
作
成
費
が

削
減
で
き
、
燃
や
さ
れ
る
ご
み
袋

（
燃
や
す
ご
み
袋
大
１
枚
、
３
万

世
帯
で
計
算
）が
約
０
・
７
５
ト
ン

減
り
ま
す
。
ま
た
、
作
成
と
焼
却

に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
約
４

ト
ン
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
は
、
今
す
ぐ
ゼ
ロ
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
ご
み
箱
へ
捨

て
て
い
る
も
の
で
も
、
も
う
一
度

よ
く
見
て
み
る
と
、
資
源
に
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
み

減
量
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
再

資
源
化
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

〇
買
物
袋（
マ
イ
バ
ッ
グ
）を
持

参
し
、
レ
ジ
袋
は
で
き
る
だ

け
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
地
区
な
ど
で
行
わ
れ
る
資
源

ご
み
の
回
収
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
７
月
】

　

日
・
国
道
４
８
２
号
整
備
促
進

１７

期
成
同
盟
会
総
会

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館

者
数
２
０
０
万
人
達
成

　

日
・
全
国
健
康
む
ら　

ネ
ッ
ト

１９

２１

豊
岡
大
会

　

日
・
永
楽
館
竣
工
式

２３
　

日
・
木
屋
町
小
路
竣
工
式

２６
　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

（
〜

'０８

　

日
）

２７

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立

２７

ち
を
祝
う
会

　
　

・
豊
岡
消
防
団
お
よ
び
自
主

防
災
組
織
合
同
訓
練

　

日
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯

２８

竣
工
式

　
　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
数
２
０
０
万
件
到
達

　

日
・
た
け
の
海
上
花
火
大
会

３０
　

日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ

３１

巣
立
ち
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎
お

練

【
８
月
】

１
日
・
永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎

（
〜
５
日
）

　
　

・
柳
ま
つ
り
（
〜
２
日
）

３
日
・
北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム

　
　

・
九
州
石
油
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
（
〜
４
日
）

　

日
・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
早

１０

期
実
現
促
進
大
会

　

８
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の
８

１２

日
間
、
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の

友
好
訪
問
使
節
団
が
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
、
現
地
の
人
々
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
国
と
は
、
隔
年
で
市

か
ら
友
好
訪
問
使
節
団
を
派
遣
、

モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
中
学
生
を
中
心

と
し
た
研
修
生
を
受
入
れ
て
お
り
、

但
東
地
域
の
方
や
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
は
、　

年
間
に
わ
た
り
続

１６

い
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
交
流
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
派
遣
し
た
今

　

７
月　

日
、
但
東
北
部
地
域
の

２８

交
流
・
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
整

備
し
て
き
た
「
た
ん
た
ん
温
泉　

福
寿
の
湯
」
が
、
但
東
町
坂
野
の

た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
南
側
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

午
前　

時　

分
か
ら
、
関
係
者

１０

３０

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
、
中
貝

市
長
に
よ
る
開
き
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竣
工
式
典
の
施
設
管
理
引
き
継

ぎ
で
、
中
貝
市
長
か
ら
鍵
を
受
け

取
っ
た
、
た
ん
た
ん
温
泉
運
営
管

理
組
合
理
事
長
の
福
田
俊
文
さ
ん

は
「
資
母
地
区
７
０
０
戸
す
べ
て

が
出
資
者
で
す
。
み
ん
な
で
一
丸

と
な
り
、こ
の
温
泉
を
中
心
に
資
母

地
区
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
市
の
観
光
と
地
場

２６

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
整
備
し

た
「
木
屋
町
小
路
」
が
、
城
崎
温

泉
街
の
中
央
に
位
置
す
る 
四  
所 
神

し 

し
ょ

社
前
の
広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
中
に
は
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る

魅
力
的
な
テ
ナ
ン
ト
ゾ
ー
ン
が
あ

り
、
個
性
的
で
お
し
ゃ
れ
な　

店
１０

舗
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前　

時
か
ら
の
竣
工
式
で
、

１０

中
貝
市
長
は
「
木
屋
町
小
路
は
、

城
崎
の
ま
ち
な
み
の
調
和
を
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
と
、
ま
ち
を
あ
げ

て
来
訪
者
を
も
て
な
す
と
い
う
２

つ
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の
。

よ
り
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
、

満
足
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
交
流
広
場
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

鏡
開
き
や
千
本
も
ち
つ
き
が
行
わ

れ
、
湯
け
む
り
太
鼓
の
音
が
城
崎

温
泉
街
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
友
好
訪
問
使
節
団
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問

市
内
中
学
生
が
大
自
然
を
満
喫

木
屋
町
小
路
が
オ
ー
プ
ン

城
崎
温
泉
街
に�
和
の
に
ぎ
わ
い
�を
創
出　
!!

回
の
使
節
団
に
は
、
但
東
地
域
以

外
の
中
学
生
も
初
め
て
参
加
。
市

国
際
交
流
協
会
副
会
長
を
団
長
と

す
る　

人
が
モ
ン
ゴ
ル
の
自
然
環

１０

境
や
人
々
の
暮
ら
し
、
文
化
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
自
ら
の
生
活

を
見
つ
め
直
し
た
り
、
国
際
感
覚

が
身
に
つ
い
た
り
と
、
充
実
し
た

８
日
間
と
な
り
ま
し
た
。　

　

空
路
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
到

着
後
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
使

節
団
。そ
こ
に
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

家
族
や
昨
年
豊
岡
で
受
け
入
れ
た

研
修
生
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
は
、
約
３
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
草
原
へ
移
動

し
、
自
分
た
ち
で
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ

ル
遊
牧
民
移
動
式
住
居
）
を
組
み

立
て
ま
し
た
。
ヤ
ギ
の
蒸
し
焼
料

理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、

ゲ
ル
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
剣
道
の
有

段
者
も
居
り
、
竹
刀
や
防
具
を

使
っ
て
の
模
範
演
技
で
日
本
文
化

の
素
晴
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

▲１０人のモンゴル友好訪問使節団
　（モンゴル　ウンドゥルドブ）

た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
が
オ
ー
プ
ン

『
お
湯
よ
し 
人
よ
し 
眺
め
よ
し
』を
体
感　
!!

▲竣工式を祝いテープカットを行
う関係者
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頑
張
れ
、
ト
キ
！ 

　

旅
行
社
へ
の
豊
岡
の
売
り
込
み

に
博
多
に
向
か
う
新
幹
線
の
中
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
か
ら
電
話
が

入
り
ま
し
た
。「
市
長
、
佐
渡
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
す
。
有
機
の
田
ん
ぼ

に
降
り
ま
し
た
」「
ひ
え
ー
！
」

　

今
年
９
月　

日
、
つ
い
に
ト
キ

２５

が
佐
渡
の
空
に
帰
さ
れ
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ

て
き
た
鳥
で
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

目
ト
キ
科
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
同
様
、

乱
獲
、
森
林
伐
採
、
農
業
、
と
り

わ
け
農
薬
の
使
用
に
よ
っ
て
絶
滅

に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

　

種
を
救
う
最
後
の
手
段
と
し
て

の
人
工
飼
育
の
開
始
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
２
年
後
の
１
９
６
７
年
。

野
生
で
の
絶
滅
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の　

年
後
の
１
９
８
１
年
。
人
工

１０
飼
育
で
の
初
め
て
の
ヒ
ナ
誕
生
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の　

年
後
の
１
９
９

１０

９
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
で
す
。
佐

渡
の
皆
さ
ん
、
き
っ
と
う
ま
く
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
豊

岡
の
思
い
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う

に
、
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
佐
渡

に
舞
い
降
り
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
手
元
に
、
本
間
ひ
と
し
さ

ん
と
い
う
役
者
の
一
人
語
り
「
ト

キ
が
滅
び
る
と
き
」
の
台
本
が
あ

り
ま
す
。
ト
キ
を
食
べ
た
経
験
が

あ
る
男
が
語
る
、
ト
キ
絶
滅
の
物

語
で
す
。
農
薬
の
使
用
、
ト
キ
捕

獲
の
苦
悩
。「
小
学
校
に
ト
キ
の
は

く
製
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
ト

キ
は
ち
ょ
っ
と
首
を
曲
げ
て
お
り

ま
し
た
。
子
ど
も
心
に
、
自
分
は

な
ぜ
こ
ん
な
目
に
遭
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
、
私
に
問
い
か
け
て
く
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」「
ト
キ
が

滅
び
る
と
き
は
、
ま
た
私
た
ち
人

間
が
滅
び
る
と
き
だ
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
」。

　

追
悼
と
絶
望
の
物
語
。
か
つ
て

本
間
さ
ん
の
語
り
を
聞
き
な
が
ら
、

私
は
何
度
も
涙
を
流
し
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
で
「
ト
キ
に
も

希
望
が
出
て
き
ま
し
た
」
と
喜
ん

だ
本
間
さ
ん
は
、
ト
キ
の
放
鳥
を

見
る
こ
と
な
く
、
昨
年
他
界
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
け
継
が
れ
て
い
く
バ
ト
ン
。

そ
ん
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

を
開
催

'０８

約
４
６
、０
０
０
人
の
航
空
フ
ァ
ン
を
エ
ア
シ
ョ
ー
で
魅
了
！

　

テ
レ
ビ
番
組
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

巣
立
ち
映
像
と
と
も
に
流
れ
、
話

題
と
な
っ
た
楽
曲
「
♪
守
り
た
い

も
の
」
を
歌
う
普
天
間
か
お
り
さ

　

７
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

２６

２７

「
視
界
良
好　

希
望
の
翼　

テ
イ

ク
オ
フ
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
'０８

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
本
初
の
エ
ア

シ
ョ
ー
チ
ー
ム
「
エ
ア
ロ
ッ
ク
」

が
機
体
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
青
空

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
白
煙
で

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
な
ど
を
次
々
に
描

い
て
い
く
と
、
観
衆
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
を
中
心
に
市
内
外
か

ら
同
空
港
を
訪
れ
た
約
４
６
、
０

０
０
人
の
観
衆
は
、
小
型
航
空
機

の
編
隊
飛
行
や
セ
ス
ナ
機
の
遊
覧

体
験
飛
行
な
ど
の
ス
カ
イ
イ
ベ
ン

ト
、
プ
ロ
ペ
ラ
旅
客
機
「
Ｙ
Ｓ
‐

　

」
の
機
内
公
開
、
但
馬
じ
ば
さ

１１ん
ま
つ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
の
地
上
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
夏
休

み
の
思
い
出
を
胸
に
刻
ん
で
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
２
日
目
は
午
前　

時
ご

１１

ろ
に
天
候
が
悪
化
し
、
大
雨
・
洪

水
警
報
も
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
の

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち
記
念
日（
７
月　

日
）に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

３１

普
天
間
か
お
り
ラ
イ
ブ「
命
へ
の
応
援
〜
守
り
た
い
も
の
〜
」

▲流れるように飛行する小型航空機
に見入る観衆

▲但東をテーマに研究を行っ
た大学生による研究発表（但
東市民センターホール）

ん
を
招
き
、
昨

年
国
内
の
自
然

界
で　

年
ぶ
り

４６

に
ヒ
ナ
が
巣

立
っ
た
記
念
日

の
７
月　

日
に

３１

イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
但
東
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

と
大
学
生
に
よ
る
学
術
研
究
発
表

を
、
続
い
て
豊
岡
で
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
と
野
外
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

会
場
は
、
普
天
間
さ
ん
の
透
き
通

る
よ
う
な
歌
声
と
飾
り
気
の
な
い

お
し
ゃ
べ
り
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
の
歌
は
私
た
ち
に
問
い
か

け
ま
す
。「
あ
な
た
の
『
守
り
た
い

も
の
』
は
何
で
す
か
？
」

▲普天間かおりさん
　「♪守りたいもの」を熱唱
（市役所前）
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８
月
７
日
、
城
崎
温
泉
街
の
夢
ひ
ろ
ば
（
木
屋
町

小
路
）
で
「
下
駄
リ
ン
ピ
ッ
ク　

き
の
さ
き
」
が
開

ｉｎ

催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、城
崎
温
泉
観
光
協
会
が
主
催
で「
城

崎
温
泉
夏
物
語
」
と
題
し
て
、
７
月　

日
か
ら
８
月

１９

　

日
ま
で
の　

日
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

３１

４４

紙
芝
居
、
ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広

げ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
ら
は
、
並
ん

だ
下
駄
を
玉
を
投
げ
て
倒
す
下
駄
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や

下
駄
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
、
下
駄
を
倒
し
、
景

品
を
も
ら
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
島
侑
希
さ
ん
（
滋
賀
県
・
小
学
４
年
）

は
「
下
駄
が
た
く
さ
ん
倒
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

城
崎
に
来
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
と
２
日
の
２
日
間
、
柳
ま
つ
り
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
柳
ま
つ
り
」
が
豊
岡
駅
通
り
な

ど
で
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
の
豊
岡
お
ど
り
で
は
、
子
ど
も　

連
と
大
人

３３

　

連
の
約
３
、２
０
０
人
が
、色
と
り
ど
り
の
衣
装
に

３５身
を
包
み
、「
ヤ
ッ
チ
ャ
、
ヤ
ッ
チ
ャ
」
の
掛
け
声
と

共
に
踊
り
狂
い
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
見
物
客
か

ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
、

京
都
府
長
岡
京
市
か
ら
、
長
岡
京
音
頭
保
存
会
の
メ

ン
バ
ー　

人
も
踊
り
に
初
参
加
し
ま
し
た
。

２７

　

２
日
の
花
火
大
会
で
は
、
円
山
川
河
川
敷
か
ら
約

２
、０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、豊
岡
の
夜

空
を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、「
第　

回
三
原
高
原
ハ
ス
ま
つ
り
」
が

２７

１１

竹
野
町
三
原
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
美
し
く
咲

い
た
ハ
ス
を
愛
で
た
り
、
野
点
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
む
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
三
原
区
と
長
年
親
交

の
あ
る
大
阪
府
在
住
の「
安
来
節
保
存
会
関
西
支
部
」

の
支
部
長
や
安
来
節
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
方
な
ど

４
人
に
よ
る
楽
し
い
踊
り
や
唄
、
さ
ら
に
、
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
交
遊
亭
楽
笑
さ
ん（
高
槻
市
）に
よ

る
手
話
落
語
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
で
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
地
域
と
都

市
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
、

三
原
高
原
は
笑
顔
一
杯
の
時
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

▲約３，２００人の踊り参加者と見物客が豊岡駅通り
を埋め尽くした

▲下駄ラックアウトに挑戦し、玉を投げて下駄を
倒す子どもたち。いくつラインがそろうかな

▲安来節保存会関西支部の方らによる踊りが披露さ
れた

柳
ま
つ
り

さ
ぁ
さ 
踊
ろ
よ

　

は
や
し
に
乗
っ
て　
!!

下
駄
リ
ン
ピ
ッ
ク 　
 
き
の
さ
き

in

た
く
さ
ん
下
駄
を
倒
す
ぞ
！

第　

回
三
原
高
原
ハ
ス
ま
つ
り

１１
都
市
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た

�
安
来
節
�
の
ス
テ
ー
ジ
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

７
月　

日
、
小
坂
小
学
校
の
児
童
８
人
が
、
三
木

２７

放
鳥
拠
点
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
２
羽
と
伊
豆
人
工

巣
塔
の
ヒ
ナ
１
羽
の
愛
称
決
定
を
祝
っ
て
、
出
石
町

大
谷
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
営
巣
の
森
」
に
〝
ひ
ょ
う
ご

元
気
松
″
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
植
樹
後
、
三
木
放
鳥
拠
点
に
移
動

し
、
ヒ
ナ
巣
立
ち
を
祝
う
会
で
、
愛
称
・
由
来
を
発

表
。
三
木
の
２
羽
の
愛
称
は
、地
名
か
ら「
み
っ
ち
ゃ

ん
」「
き
っ
ち
ゃ
ん
」
と
し
、
伊
豆
の
１
羽
に
は
、
１

羽
で
も
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、「
い
っ
ち
ゃ
ん
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
生
き
物
調
査
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
く

す
く
育
っ
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
３
日
、
但
馬
国
府
･
国
分
寺
館
で
、「
博
物
館

の
裏
側
を
探
検
し
よ
う
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
入
れ
な
い
収
蔵
庫
や
研
究

室
で
古
代
の
刀
や 
銅  
鐸 
、 
木  
簡 
な
ど
を
見
た
り
、
土

ど
う 
た
く 

も
っ 
か
ん

器
の
破
片
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
観
察
す
る
な
ど
の
体

験
に
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
探
検
後
の「
宝
探
し
」で
は
、
隠
さ
れ
た
７

個
の 
勾  
玉 
を
す
べ
て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
が 
た
ま

　

武
田
祐
輝
く
ん（
小
学
３
年
）は
、「
歴
史
が
好
き
だ

か
ら
参
加
し
た
」
と
話
し
、
細
間　

萌
さ
ん（
小
学
６

年
）は
、「
将
来
は
考
古
学
者
に
な
り
た
い
」
と
夢
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。▲但馬国府・国分寺館 で、施設の説明を聞く子ども

たち

　

８
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の
９
日
間
、
但
東
町
畑

１７

山
の
春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
跡
地
約
１
・
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
中
畑
山
花
の
会
に
よ
る
「
中
畑
山
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と

呼
ば
れ
る
少
し
小
ぶ
り
な
品
種
で
、
約　

万
本
が
畑

７０

一
面
に
咲
き
ま
し
た
。
畑
内
に
は
、
お
盆
の
帰
省
客

な
ど
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
自
由
に
ヒ
マ

ワ
リ
を
摘
み
取
っ
た
り
、
ヒ
マ
ワ
リ
迷
路
を
歩
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
同
会
代
表
の
山
本
民
夫
さ
ん
は

「
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
う
れ
し
い
で

す
。
地
元
の
活
性
化
の
た
め
に
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲松の苗を植えた後は、木を守るカバーもつけま
す

▲ヒマワリ畑の中を歩き、自由にヒマワリを摘み取る
家族連れ

博
物
館
の
裏
側
を
探
検
し
よ
う

扉
の
向
こ
う
側
に

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

�
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
�
を
記
念
植
樹

大
き
く
立
派
な
松
に
な
っ
て
ね

中
畑
山
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

ヒ
マ
ワ
リ
が
い
っ
ぱ
い

ど
れ
を
摘
み
取
ろ
う
か
な
？
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▲市内の小学校児童たちに自転車の安
全な乗り方を指導する会員

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校

で
き
る
よ
う
に
見
守
る
…
。
豊
岡

交
通
指
導
委
員
会
は
、
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

地
域
の
交
通
安
全
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
の
交
通
安
全
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、

昭
和　

年
に
同
会
を
発
足
さ
せ
ま

６０

し
た
。
現
在
、
６
人
の
会
員
が
そ

れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
交
通
指
導
員
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
鈴
木
春
行
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
の
安
全
は
地
域
の
大
人

が
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

現
代
の
車
社
会
の
交
通
事
情
を

見
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が

増
え
、
信
号
を
無
視
す
る
車
も
後

を
絶
た
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
は
危
険
な
状
況
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
交
通
指
導
員
の
必
要
性

は
高
く
、
そ
の
活
動
は
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
朝
の
立
ち
番
の
ほ
か
、

市
や
警
察
、
学
校
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
自
転
車
安
全
運
転
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間　

校
ほ

１０

ど
を
対
象
に
、１
、０
０
０
人
以
上

の
子
ど
も
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
乗
り
方
や
交
差
点
の
渡

り
方
な
ど
を
中
心
に
、
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
訓
練
コ
ー
ス
を

作
り
、
実
地
訓
練
を
行
い
ま
す
。

模
範
走
行
や
心
構
え
、
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年　

月
に
行
わ
れ
る
豊

１０

岡
秋
祭
り
も
会
員
の
活
動
に
よ
っ

て
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
事
前
に
交
差
点
な
ど

の
要
所
を
回
っ
て
点
検
し
、
祭
り

当
日
は
、
だ
ん
じ
り
を
引
く
参
加

者
と
一
緒
に
回
っ
て
事
故
の
発
生

を
防
い
で
い
ま
す
。

　

副
会
長
の
岡
本
久
男
さ
ん
は

「
高
屋
の
交
差
点
で
正
法
寺
方
面

に
進
行
す
る
車
に
特
に
注
意
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
こ
こ
は
、

道
路
が
真
っ
す
ぐ
な
た
め
、
車
が

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
、
信
号
が
変

わ
っ
て
も
突
っ
切
っ
て
進
入
し
て

来
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
旗

で
は
制
止
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
、
体
を
張
っ
て
子
ど
も
を
守
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が

間
違
っ
た
行
動
を
取
る
と
厳
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
愛
情
を
持
っ

て
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
地
域
の
大
切
な
子
ど
も
た
ち

が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

私
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
満
面
の
笑
み
。
同
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
夏
の
炎
天
下
の
暑
い
日

も
、
雪
が
降
る
寒
い
日
も
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
糧
に
、
今
日
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
る

安
全
に
乗
れ
る
よ
う
に

自
転
車
教
室
を
開
催

▲豊岡交通指導委員会会長の鈴木
春行さん。趣味は会員とカラオケ
に行くこと。得意な歌は「男のグ
ラス」

未来を担う子どもたちの
　　安全と笑顔を守りたい

鈴
木
春
行
さ
ん（　

歳
）八
社
宮

７４

　

豊
岡
地
域
に
は
、
地
域
の
交
通
安
全
を
守
ろ
う
と
、
仕
事
の
傍
ら
、

交
通
安
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
代
表
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
情
を
持
っ
て接し

て
い
ま
す

体
を
張
っ
て

車
か
ら
守
っ
た
こ
と
も

●ボランティア会員募集中《問合せ》鈴木�２２－０１８３
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「
兵
庫
北
斗

ク
ラ
ブ
」
は
、

但
馬
で
唯
一
の

小
学
生
少
年
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
で
す
。
週

５
日
間
、
午
後

６
時　

分
か
ら

３０

９
時
ご
ろ
ま
で
市
内
の
体
育
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に

発
足
し
、
但
馬
地
域
外
の
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
す
。
昨
年
の
兵
庫
県

大
会
で
は
４
位
と
健
闘
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
上
位
を
目
標
に
、

日
々
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

代
表
監
督
の
道
仲
博
之
さ
ん

（
日
高
町
鶴
岡
）
は
「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
団
体
球
技
の
中
で
唯
一
、

ボ
ー
ル
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

瞬
発
力
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て

く
る
競
技
で
す
」
と
難
し
さ
と
奥

深
さ
を
語
り
ま
す
。

　

誰
も
が
知
る
こ
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
、
小
学
生
の
場
合
は
１
セ
ッ

ト　

点
先
取
（
最
終
セ
ッ
ト
は　

２１

１５

点
）
の
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
、
２

セ
ッ
ト
を
取
っ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち

と
な
り
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
生
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
合
同
で

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
レ
シ
ー

ブ
、
ト
ス
、
ア
タ
ッ
ク
を
反
復
練
習

し
、
そ
の
後
、
試
合
形
式
で
実
践

的
に
練
習
し
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
古
川
翔
太
く
ん

（
八
条
小
６
年
）
は
「
ア
タ
ッ
ク
が

決
ま
っ
て
点
を
取
っ
た
時
が
う
れ

し
い
で
す
」
と
元
気
に
話
し
ま
す
。

　
「
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
達
成
し
た
時
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
見
た
い
ん
で
す
」
と

子
ど
も
た
ち
に
優
し
い
目
線
を
送

る
道
仲
さ
ん
。
練
習
会
場
に
は
、

い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
か
け
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

『
兵
庫
北
斗
ク
ラ
ブ
』（
日
高
）

熱
血
！
但
馬
で
唯
一
の
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

７
月　

日
、
住
宅
街
に
囲
ま
れ

１８

た
西
保
育
園
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
の
で
、
そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て

み
ま
し
た
。

　

園
庭
で
は
、

先
生
や
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん

が
、
い
ろ
ん
な

お
店
を
開
い
て

い
ま
す
。
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
や
福
引
き
、
お
菓
子
す

く
い
の
ほ
か
に
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷
、

　

次
は
、
ど
の
屋

台
に
並
ぼ
う
か
な

…
園
児
た
ち
が
次
に
目
を
つ
け
た

の
は
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
の
屋
台
。

い
ろ
ん
な
模
様

の
ヨ
ー
ヨ
ー
が

水
に
プ
カ
プ
カ

と
浮
い
て
ま
す
。

　

い
ぶ
き
く
ん

（
４
歳
）が
、
ヨ

ー
ヨ
ー
つ
り
に

挑
戦
で
す
。
狙
っ
た
ヨ
ー
ヨ
ー
を

つ
り
上
げ
る
と
、
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
の
最
高

の
盛
り
上
が
り
は
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
。

い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ー

ロ
ー
に
変
身
し
た
お

父
さ
ん
が
登
場
し
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
先
生
た
ち
の
ブ
ラ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
で
演
題
は
「
に
ゃ
ん

き
ち
い
っ
か
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
」。

園
児
た
ち
は
、
色
鮮
や
か
で
不
思

議
な
演
劇
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
夜
は
夏
ま
つ
り
！
夜
店

今
夜
は
夏
ま
つ
り
！
夜
店

が
い
〜
っ
ぱ
い
！

が
い
〜
っ
ぱ
い
！

7

西
保
育
園 （
豊
岡
） 

〈
園
児
１５１
人
〉 

綿
菓
子
、
せ
ん
べ
い
の
屋
台
が
並

ん
で
い
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
お

父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
お
店

に
並
び
ま
し
た
。

　

や
っ
ぱ
り
暑

い
夏
に
は
、
か

き
氷
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
か

き
氷
の
屋
台
の
前
に
は
長
い
行
列

が
で
き
、
イ
チ

ゴ
や
メ
ロ
ン
、

青
リ
ン
ゴ
味
な

ど
、
色
と
り
ど

り
の
か
き
氷
が

次
々
と
作
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、

か
き
氷
を
口
に
頬
張
る
と
、「
冷
た

く
て
お
い
し
い
」
と
話
し
、
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
ひ
ん
や
り

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
ひ
ん
や
り

☆
暑
い
日
の
か
き
氷
は
お

☆
暑
い
日
の
か
き
氷
は
お

い
し
い
ね

い
し
い
ね

何
だ
あ
れ
？
不
思
議
な
演

何
だ
あ
れ
？
不
思
議
な
演

劇
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

劇
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
に
挑
戦
だ

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
に
挑
戦
だ

●メンバー募集中
《問合せ》道仲　�０９０－９５４０－１５９７

▲試合形式で練習に励むメンバー
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シ
リ
ー
ズ 

11

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」 

　

市
の
独
自
調
査
で
は
、
中
学
１

年
で
不
登
校
が
激
増
し
た
り
、
学

力
や
学
習
意
欲
に
大
き
な
差
が
生

じ
た
り
、
ま
た
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、

小
学
校
か
ら
中
学

校
に
変
わ
り
新
し

い
環
境
や
指
導
に

な
じ
め
な
い
い
ら

立
ち
や
不
安
が
そ
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
・
中
学
校
の
教
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
枠
の
中
だ

け
で
教
育
を
考
え
る
こ
と
を
改
め
、

９
年
間
の
見
通
し
を
持
ち
、
お
互

い
が
連
携
し
て
、
教
科
指
導
・
生

徒
指
導
・
学
校
行
事
等
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
す
べ
て
の
中
学
校
区
で
取
り
組

む
こ
と

・
不
登
校
や
問
題
行
動
を
な
く
す

た
め
に
、
児
童
・
生
徒
の
様
子

や
取
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

・
小
・
中
学
校
の
教
員
が
お
互
い

の
授
業
を
参
観
し
、
９
年
間
の

つ
な
が
り
の
あ
る
指
導
に
つ
い

て
研
修
し
ま
す
。

●
各
中
学
校
区
ご
と
に
取
り
組
む

こ
と

・
各
中
学
校
区
で
の
実
態
や
課
題

に
応
じ
て
取
り
組
み
ま
す
。
例

え
ば
、
教
科
や

道
徳
、
総
合
的

な
学
習
、
英
語

活
動
な
ど
で
連

携
し
た
指
導
を

行
い
ま
す
。

「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」へ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ 

豊
岡
市
小
中
連
携
教
育
の
推
進  

そ
の
１ 

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
９
年
間
で
「
生
き 

る
力
」
を
育
む
た
め
の
『
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
』 

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
る
「
小 

中
連
携
教
育
」
と
「
小
小
連
携
教
育
」
に
つ 

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

1

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
教
育
課
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
　
23
　
1
4
5
2

－
 

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課

後
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
事
業
の
目
的

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
放
課

後
や
週
末
等
に
地
区
公
民
館
な
ど

を
利
用
し
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
活
動
す

る
た
め
の
取
組
み
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
参
画
に
よ
り
、
小
学
校
区

単
位
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
全
体
で
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
み
、

子
ど
も
を
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
の
様
子

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
地

域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、

伝
承
遊
び
、
勉
強
等
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
管
理
員
と
し
て
子

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。　
　

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
�　

－

0
0
5
3

２９

・
中
学
校
入
学
時
の
不
安（
学
習
・

教
員
・
上
級
生
等
に
つ
い
て
）

が
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心

に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
小
・
中
学
校
が
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
連
続
し
た
指
導
を
行
う

た
め
、
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣

が
定
着
し
ま
す
。
ま
た
、
細
か

な
情
報
交
換
や
合
同
の
研
修
に

よ
り
、
不
登
校
や
い
じ
め
が
減

少
し
ま
す
。

・
異
年
齢
交
流
は
、
小
学
生
と
中

学
生
の
好
ま
し
い
縦
の
関
係
を

つ
く
り
ま
す
。

ど
も
た
ち

が
安
全
で

安
心
し
て

活
動
で
き

る
よ
う
、

活
動
場
所

等
の
安
全

確
保
に
も

配
慮
し
て

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
開
催
に
は
、
地
域
の
方
々
の

積
極
的
な
参
画
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
事
業
の
概
要

　

現
在
、　

小
学
校
区
で
放
課
後

１１

子
ど
も
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
区
の
行
事
な
ど
に
応
じ
て
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
開

催
日
時
や
開
催
日
数
、
活
動
の
内

容
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
た

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
開
催

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
育
成
課
で
は
、
新
た
な

教
室
の
開
設
に
つ
い
て
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

今
、な
ぜ
小
中
連
携
な
の
か

ど
ん
な
取
組
み
を
す
る
の
か

▲港中学校区での授業参観 ▲出石中学校区での部活見学

▲清滝放課後子ども教室

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か

（小中連携の取組みとして、小学６年生が体験学習）



23 広報とよおか　2008.8.25

■
旭
日
単
光
章

▽ 
旗  
谷 　

勇
（
出
石
町
暮
坂
）

は
た 

や

　

旗
谷
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

旧
出
石
町
議
会
議
員
な
ど
を
務
め
、

地
域
の
発
展
に
尽
力
・
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

▽
能
登 
迪 
子
   

（
竹
野
町
林
）

み
ち 

こ

　

能
登
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
改
善

実
践
活
動
を
行
政
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
積
極
的
に
推
進
し
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
部

門
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
優
良
愛
育
班
員

▽
吉
田
富
子
（
竹
野
町
竹
野
）

　

吉
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

愛
育
班
活
動
に
取
り
組
み
、
毎
月

「
お
元
気
で
す
か
」
の
声
か
け
訪

問
に
よ
る
隣
保
の
方
へ
の
見
守
り

や
、
地
域
と
行
政
と
協
力
し
て
健

康
づ
く
り
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。　

　

７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３

２５

２７

日
間
、
長
良
川
国
際
レ
ガ
ッ
タ

コ
ー
ス（
岐
阜
県
海
津
市
）で
開
催

さ
れ
た
第　

回
全
日
本
中
学
選
手

２８

権
競
漕
大
会
で
、
城
崎
中
学
校

ボ
ー
ト
部
が
、
男
子
舵
手
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル（
５
人
乗
り
）に
出

場
し
、
出
場　

ク
ル
ー
の
中
で
、

３３

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第　

回　
ひ
ょ
う
ご

２６
愛
育
の
集
い　
知
事
表
彰

叙　

勲

兵
庫
県
い
ず
み
会
大
会

知
事
表
彰

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

歌
や
ダ
ン
ス
が
大
好
き
で
お
ち
ゃ

め
な
瑠
唯
ち
ゃ
ん
�
こ
れ
か
ら
も
明

る
く
元
気
に
育
っ
て
ね　
!!

（
父 
学
・
母 
由
季
乃
、九
日
市
下
町
）

　

い
つ
も
笑
顔
の
か
わ
い
い
悠
翔
が

パ
パ
も
マ
マ
も
大
好
き
！
お
兄
ち
ゃ

ん
と
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 
亮
介
・
母 
さ
や
か
、出
石
町
町
分
）（平成１８年７月１４日生）

山 下 瑠  唯 
る い

ちゃん
（平成１９年１２月７日生）

雑 賀 悠  翔 
ゆう と

ちゃん

　

オ
ト
、
１
歳
の
お
誕
生
日
、
お
め

で
と
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
。

（
父 
文
雄
・
母 
友
紀
子
、出
石
町
日
野
辺
）

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
い
っ
ぱ
い

の
咲
楽
ち
ゃ
ん
�
パ
パ
と
マ
マ
の
大

切
な
宝
も
の
で
す
�

（
父 
明
・
母 
美
也
子
、下
陰
）

　

も
う
す
ぐ
２
歳　

元
気
に
楽
し
く

!!

毎
日
を
過
ご
そ
う
ね
。菜
希
、こ
れ
か

ら
も
笑
わ
せ
て
ぇ
〜
、癒
し
て
ぇ
〜
�

（
父 
達
也
・
母 
千
佳
子
、泉
町
）

（平成１９年６月１日生）

橋本 咲  楽 
さ ら

ちゃん
（平成１９年６月２１日生）

森垣 音  奏 
おと か

ちゃん
（平成１８年１０月１４日生）

幸福 菜希 
な い き

ちゃん

城
崎
中
学
校
ボ
ー
ト
部
が

第　

回
全
日
本
中
学
選
手
権

２８

競
漕
大
会
で
準
優
勝▲表彰台に立つ篠原功一、上崎　翼、森本

篤、衣川将也、角谷知哉選手（左から）

　

８
月
１
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
男
子
２

０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
た
浅
田

清
貴
く
ん
（
出
石
高
校
３
年
）
が
、

決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
見
事
５
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

■
柳
ま
つ
り
花
火
募
金
お
礼

　

柳
ま
つ
り
花
火
募
金
で
は
、
３

４
２
団
体
・
個
人
か
ら
５
３
８
、

０
０
０
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
ス
タ
ー

マ
イ
ン
「
市
民
の
花
火
」
と
し
て

打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
豊
岡
地
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実

行
委
員
会
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

に
寄
付

　

７
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

２０

２１

第　

回
コ
ウ
ノ
ト
リ
チ
ャ
リ
テ
ィ

１７
豊
岡
地
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
際

に
、
参
加
者
か
ら
募
っ
た
寄
付
金

な
ど
１
０
０
、
０
０
０
円
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
男
子
２
０
０
メ
ー

ト
ル
で
浅
田
清
貴
く
ん
が

５
位
入
賞

ああああああああああ
りりりりりりりりりり
がががががががががが
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

◆
下
水
道
に
未
接
続
の
方
は
、
一

日
も
早
い
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

○
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…　

・
海
や
川
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

・
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
の
は
、
私
た
ち
の
責
務

で
す
。

◆
有
利
な
「
融
資
あ
っ
旋
制
度
」

を
利
用
く
だ
さ
い

　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
排
水

設
備
の
工
事
を
す
る
と
き
は
、、多

額
の
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
、
融
資
あ
っ

旋
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
（
こ

の
制
度
は
平
成　

年
３
月　

日
ま

２２

３１

で
で
す
）
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
・
場
所　

９
月
２
日（
火
）

〜　

日（
火
）

３０

○
長
寿
園（
幸
町
）　

火
曜
・
木
曜
・

土
曜
日　

男
性
…
午
前　

時
〜

１１

午
後
０
時　

分
、
女
性
…
午
後

３０

０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
竹
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹

野
町
竹
野
）
水
曜
日
正
午
〜
午

後
５
時

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

▽
問
合
せ　

高
年
福
祉
課
高
年
福

祉
係
�　

－

０
０
５
５

２９

９
月　

日
は
下
水
道
の
日

１０
期

間

期

間

催

し

催

し

▽
融
資
あ
っ
旋
限
度
額　

２
０
０

万
円
（
た
だ
し
、
対
象
工
事
費

の
範
囲
内
）

▽
利
用
者
負
担
利
率　

年
利
０
・

５
パ
ー
セ
ン
ト

▽
融
資
対
象
者
要
件　

市
税
、
受

益
者
負
担
金
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

▽
問
合
せ　

企
業
総
務
課
料
金
係

�　

－

５
３
７
７

２２

　

ま
た
は
下
水
道
課
下
水
道
施
設

係
�　

－

１
８
０
２

２２

　

２
０
０
５
年
の
全
日
本
総
合
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
兵
庫
国
体
プ
レ
大
会
）、
２
０
０

６
年
の
兵
庫
国
体
成
年
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
引
き
続
き
、
今

年
は
、
男
子
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
決
め
る
全
日
本
総
合
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

全
国
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
繰
り

広
げ
る
、迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
、技
の

連
続
を
、ぜ
ひ
観
戦
く
だ
さ
い
。

◆
開
会
式

▽
日
時　

９
月　

日
１２

（
金
）午
後
４
時
〜

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

◆
競
技

▽
日
程　

９
月　

日（
土
）〜　

日

１３

１５

（
月
・
祝
）

▽
会
場　

県
立
但
馬
ド
ー
ム
、
植

村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

球
場
、
栗
栖
野
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
名
色
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

栗
栖
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
参
加
チ
ー
ム　
　

チ
ー
ム

３２

　

デ
ン
ソ
ー
、ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
、豊
田
自
動
織
機
、

大
阪
ツ
ヅ
キ
グ
ロ
ー
バ
ル
、ダ
イ
ワ

ア
ク
ト
、高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー

ブ
、山
崎
ク
ラ
ブ（
兵
庫
県
）ほ
か

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

�　

－

９
０
２
３

２１

第　

回
全
日
本
総
合
男
子

５４
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス

▽
日
時　

９
月　

日（
日
）午
後
１

２８

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

▽
内
容　

基
調
講
演
「
地
域
で
防

台
風
か
ら
４
年
目

災
害
看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム　

豊
岡

in



25 広報とよおか　2008.8.25

◆
第
７
回
但
馬
国
際
運
動
会

　

但
馬
在
住
の
外
国
人
と
一
緒
に

運
動
会
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ボ

ク
サ
サ
イ
ズ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月　

日（
火
・
祝
）午

２３

後
１
時　

分
〜
（
受
付
は
午
後

３０

０
時　

分
〜
）

３０

▽
場
所　

総
合
体
育
館

▽
参
加
費　

無
料　

▽
持
ち
物　

上
履
き

◆
世
界
の
遊
び　

Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ　

　

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ　
ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

　

今
回
は
、
中
国
の
遊
び
を
紹
介

▽
日
時　
　

月
４
日（
土
）午
後
６

１０

時
キ
ッ
ク
オ
フ

▽
場
所　

ホ
ー
ム
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム

神
戸
（
神
戸
市
）

▽
対
象
試
合　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

　
　
　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
・
Ｃ

ｖｓ
▽
座
席　

バ
ッ
ク
自
由
席（
予
定
）

▽
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、参
加
希

望
人
数
（
ハ
ガ
キ
１
枚
で
３
人

ま
で
）、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
水
）必
着

１７

▽
当
選
発
表　

抽
選
に
よ
り
決
定

し
、
返
信
ハ
ガ
キ
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

▽
そ
の
他　

・
返
信
ハ
ガ
キ
表
面
に
は
、
必
ず

返
信
先
を
記
入
く
だ
さ
い
。

・
申
込
必
要
事
項
お
よ
び
返
信
先

が
未
記
入
の
場
合
は
無
効
で
す
。

・
申
込
者
に
は
、
今
後
お
知
ら
せ

を
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
先　

〒
６
５
２
‐
０
８
５

５　

神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
１

‐
２
‐
１
御
崎
Ｕ
ビ
ル
３
階

　
「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸　

豊
岡
市

民
応
援
デ
ー
」
係

▽
問
合
せ　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　

�
０
７
８－

６
５
１－

２
２
２
２

　
（
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
み

募

集

募

集

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

　　　　
豊
岡
市
民
応
援
デ
ー

　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
・
Ｃ
戦
に

　　　　　
１
０
０
人
を
招
待

災
力
を
高
め
る
た
め
に
」

・
講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

　

山
崎　

登
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

２
８
０
人

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
木
）

１８

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

公
立
豊
岡

病
院
看
護
部
�　

－

６
１
１
１

２２

　
　
　

－

０
０
８
８

ＦＡＸ
２２

し
ま
す
。
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

９
月　

日（
日
）午
前　

２１

１０

時　

分
〜
（
１
時
間
程
度
）

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練
習

室
Ａ

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
金
）

１９

◆
日
本
語
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

　

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月　

日
、　

日
、　

１０

１８

２５

１１

月
８
日
、　

日
、　

月
６
日
、

２２

１２

　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日（
６
回
）

１３
▽
場
所　

寺
坂
地
区
公
民
館　

多

目
的
ホ
ー
ル
（
出
石
町
寺
坂
）

▽
内
容

・
初
級
日
本
語
（
基
本
文
法
、
会

話
、
発
音
、
文
字
な
ど
日
常
生

活
に
必
要
な
日
本
語
）
の
「
聞

く
」「
話
す
」
が
中
心
の
日
本
語

教
科
書
使
用
の
教
授
法

・
在
住
外
国
人
の
現
状
や
課
題

▽
対
象　

日
本
語
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
方
で
、

全
講
座
に
出
席
で
き
る
方（
語

学
力
は
不
問
）

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
自

己
負
担
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
火
）

３０

　

絵
を
楽
し
む
心
が
伝
わ
っ
て
く

る
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
輝
く

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
５
日（
金
）〜
７
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

市
民
会
館

　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
問
合
せ　

豊
岡
文

　

化
協
会
�　

－

０
２
５
５

２３

第　

回
豊
岡
チ
ャ
ー
チ
ル
会

３１

絵
画
展

【
本
部
】総
務
課
内

�
･　
　

－

５
９
３
１

ＦＡＸ
２４

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
出
石
支
部
】（
〒
６
６
８
‐
０
２

９
２
出
石
町
内
町
１　

出
石

総
合
支
所
総
務
課
内
）

�　
－

３
１
１
１　
　

－

６
０
３
３

５２

ＦＡＸ
５２
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環
境
行
動
が
経
済
効
果
に
つ
な

が
り
、
そ
の
経
済
効
果
に
よ
っ
て

環
境
行
動
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら

環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金

の
追
加
募
集

に
経
済
効
果
が
高
ま
る
。
市
で
は

こ
の
よ
う
な
「
環
境
経
済
型
」
の

事
業
を
進
め
る
た
め
の
補
助
対
象

事
業
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
事
務
所
を
置
く

中
小
企
業
者
や
グ
ル
ー
プ
ま
た

は
個
人

▽
申
込
方
法　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
整

備
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

に
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
�　

－

９
０
１
７

２１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kounotorikyousei@
city.

toyooka.lg.jp

▽
日
時　

９
月　

日（
日
）午
前
９

２８

時
〜
（
受
付
は
午
前
８
時
〜
）

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

シ
ル
ク
温

泉
や
ま
び
こ
フ
ィ
ー

ル
ド
ゴ
ル
フ
場（
但

東
町
正
法
寺
）

▽
対
象

・
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

・
但
東
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
協
会
員

▽
参
加
費　

１
チ
ー
ム（
４
人
）

　

６
、０
０
０
円

▽
定
員　
　

人（　

チ
ー
ム
）

４８

１２

※
４
人
編
成
の
チ
ー
ム
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
但
東

フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
協
会
員
は

個
人
申
込
み
可
）。

▽
申
込
期
間　

９
月
５
日（
金
）〜

　

日（
木
）

１８
▽
持
ち
物　

飲
み
物
・
雨
具

▽
そ
の
他　

軽
食
を
準
備
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

シ
ル
ク
温

泉
や
ま
び
こ
�　

－

０
１
４
１

５４

　

県
で
は
、
使
う
人
の
視
点
を
取

り
入
れ
て
開
発
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
商
品
を
「
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
ひ
ょ
う
ご
選
定
商
品
」
と
し

選
定
・
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
商
品
力
ア
ッ
プ
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
部
門　

産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
日

常
生
活
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

▽
申
請
方
法　

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

ひ
ょ
う
ご
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.hyogo

‐ia.or.
jp/gdh/

▽
募
集
期
限　

９
月　

日（
火
）

３０

▽
問
合
せ　
（
社
）兵
庫
工
業
会
神

戸
事
務
所

�
０
７
８－

３
６
０－

３
２
５
５

ま
た
は
県
産
業
労
働
部
工
業
振

興
課

�
０
７
８－

３
６
２－

３
３
３
４

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
企
業
倫

理
）
を
守
ら
な
い
企
業
が
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。
講
義
と
演
習

で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

９
月　

日（
水
）午
後
１

１７

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
対
象　

経
営
者
、
経
営
幹
部
、

後
継
者

▽
講
師　

イ
ー
エ
ム
イ
ー
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
㈱　

代
表
取
締
役　

小
野
知
己
さ
ん

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
３０

▽
申
込
方
法　

住
所
･
氏
名
・
電

　

話
番
号（
自
宅
・
勤
務
先
）勤
務

第
２
回
豊
岡
市
長
杯

ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

参
加
者
募
集

平
成　

年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

２０

ン
ひ
ょ
う
ご
選
定
商
品
募
集

これまでの事例申込期限
〔決定〕補助金額補助率内　　容

・木炭製造省力化設備の開発（１５０万円）
・バイオディーゼル燃料の新たな精製方法の
開発（１８０万円）
・樹木・植物強制振動育成法の開発（１２０万円）９月３０日

（火）
〔１０月〕

３０万円～
２００万円

１/２
環境経済型事業に
関する新製品、新
技術等の開発

・バイオディーゼル燃料精製機器の購入（１００
万円）
・プラスチック原料圧縮機の購入（１００万円）
・プラスチック原料減容機の購入（７５万円）

１０万円～
１００万円

１/３

未活用資源（不要
物など）による製
品づくりのための
設備投資

・本年度新規事業
随時　　
〔申込後
約２週間〕

～２５万円１/２
環境経済型事業に
関する大学等との
共同研究等

但
馬
技
大
セ
ミ
ナ
ー

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守

る
こ
と
は
成
長
へ
の
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
こ
と
」

受
講
者
募
集
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先
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

９
月
１
日（
月
）〜

　

日（
金
）

１２
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
生
涯
訓
練
課
（
〒

６
６
８
‐
０
０
５
１　

九
日
市

上
町
６
６
０
‐
５
）

　

�　

－

２
２
３
３　　
　

－

０
８
７
５

２４

ＦＡＸ
２４

▽
募
集
職
種
・
人
員　

助
産
師
、

看
護
師　
　

人
４５

▽
受
験
資
格

・
助
産
師
免
許
取
得

者
ま
た
は
助
産
師

免
許
取
得
見
込
み
の
方
（
看
護

師
に
つ
い
て
は
看
護
師
免
許
）

※
い
ず
れ
も
、
昭
和　

年
４
月
２

４３

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▽
試
験
科
目　

教
養
試
験
、
作
文

試
験
、
適
性
試
験
、
面
接
試
験

▽
試
験
日
・
会
場　
　

月　

日（
水
）

１０

１５

・
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管
理

事
務
所
第
１
会
議
室

▽
採
用
予
定
日　

平
成　

年
４
月

２１

１
日

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
等
は
本
組

合
の
所
定
の
用
紙
に
な
り
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

９
月
１
日（
月
）〜

　
　

日（
火
）

３０
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
豊
岡

病
院
組
合
統
轄
管
理
事
務
所
総

務
部
人
事
課
�　

－

６
１
１
１

２２

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素

運
動
を
組
み
合
わ
せ
、
太
り
に
く

い
身
体
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

９
月　

日（
木
）〜　

月

１８

１１

　

日（
木
）の
毎
週
木
曜
日
（
８

１３回
）午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

　

※　

月
６
日
を
除
く

１１

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
多
目
的
室
、

屋
外
施
設
な
ど

▽
対
象　

減
量
が
目
的
の　

歳
以

１８

上
の
方

▽
参
加
費　

３
、０
０
０
円

▽
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
方
法　

持
参
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

県
立
但
馬

　

ド
ー
ム
�　

－

１
９
０
０

４５

　
　
　

－

１
９
０
１

ＦＡＸ
４５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.tajim

adom
e.jp

◆
第　

回
但
馬
地
区
Ｂ
Ｃ
級
・
シ

３１
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

９
月　

日
（
日
）〔
予
備

２１

日
…　

日（
日
）〕
午
前
９
時
〜

２８

▽
場
所　

神
美
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
目　

男
子
（
Ｂ
級
、
Ｃ
級
、

　

シ
ニ
ア
）
女
子
（
Ｂ
級
、
Ｃ
級
）

▽
対
象　

但
馬
テ
ニ
ス
協
会
所
属

ま
た
は
但
馬
地

区
在
住
・
在
勤

の
方

※
男
子
シ
ニ
ア
は
、

昭
和　

年　

月

３３

１２

　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

３１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
tajim

adom
e.jp

◆
第　

回
但
馬
オ
ー
プ
ン
シ
ン
グ

３１
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

９
月　

日（
日
）〔
予
備
日

２８

　

…　

月
５
日（
日
）〕午
前
９
時
〜

１０

▽
場
所　

つ
る
ぎ
が
丘
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
養
父
市
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
種
目　

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

▽
参
加
費　

１
人　
２
、０
０
０
円

（
学
生
は
半
額
）

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
金
）

１２

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

但
馬
テ
ニ
ス

協
会
事
務
局　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　

�
０
９
０－

３
４
９
６－

３
７
３
９

　
　

－

０
２
８
１

ＦＡＸ
４４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tajim
a_tennis@

vc.inaker.
or.jp

平
成　

年
度　

２１

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員
募
集

但
馬
ド
ー
ム
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

教
室
参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

▽
日
時　

９
月　

日（
火
）午
後
２

１６

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

秋
の
玄
関
を
飾
る
寄
せ

植
え

▽
講
師　

県
立

フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
園
芸

講
座
講
師

　

宮
垣
義
巳
さ

ん
▽
参
加
費　

　

２
、５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
期
限　

９
月
５
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　
２
０
０
８（
９
月
講
座
）

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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▽
試
験
日　
　

月　

日（
日
）

１０

２６

▽
場
所　

県
立
但
馬
技

術
大
学
校（
九
日
市

上
町
６
６
０
‐
５
）　

▽
試
験
の
種
類　

甲
種

　

・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▽
受
験
願
書
配
布
場
所　

消
防
本

部
予
防
課
お
よ
び
各
分
署
、
出

張
所
、
駐
在
所

▽
申
込
方
法　

簡
易
書
留
ま
た
は

配
達
記
録
郵
便
等
の
送
達
確
認

が
可
能
な
方
法
で
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

９
月
３
日（
水
）〜

　

日（
金
）

１２
▽
申
込
み
先　
（
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部
（
〒

６
５
０
‐
０
０
１
１　

神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
５
‐　

‐
７

１２

協
和
ビ
ル
５
階
）

　

�
０
７
８－

３
６
１－

６
６
１
０

◆
養
成
講
習
会

▽
日
時　

９
月　

日（
金
）午
前　

１９

１０

時
〜
午
後
５
時　

▽
場
所　

市
民
会
館

▽
講
習
科
目　

乙
種
４
類

▽
受
講
料　

６
、
５
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
、
０
０
０

円
必
要

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
�　

－

８
０
３
６

２４

　

豊
岡
商
工
会
議
所
と
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
で
は
、

国
の
委
託
を
受
け
、
高
齢
者
の
雇

用
・
就
業
機
会
の
確
保
の
促
進
を

目
的
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
６
日（
月
）〜　

日

１０

２０

（
月
）午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

北
関
西
Ｉ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
高
屋
）

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

・　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

５５

６４

・
就
業
の
意
欲
と
能
力
の
あ
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入

力
操
作
が
で
き
る
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
水
）

２４

▽
そ
の
他　

講
習
最
終
日
に
就
業

の
た
め
の
職
業
相
談
会
を
予
定

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
商
工

会
議
所
�　

－

４
４
５
６

２２

　
　
　

－

３
１
８
０

ＦＡＸ
２４

▽
日
時　

９
月　

日（
日
）、　

月

１４

１１

９
日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時

※
予
約
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷　

　

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月　

日（
水
）午
後
１

２４

時
〜
４
時

▽
場
所　

豊
岡
総
合
庁
舎
職
員
福

利
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

▽
相
談
内
容　

・
賃
金
、
労
働
時
間
、
退
職
金
な

ど
の
労
働
条
件

・
労
使
関
係
、
職
場
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
や
悩
み　

な
ど

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
相
談
員　

県
民
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
勤
労
者
相
談
総
括
専
門
員

な
ど

▽
相
談
料　

無
料

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
地
域
振

興
部
商
工
労
政
課

　

�　

－

３
６
８
６

２６

平
成　

年
度　

２０

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

「
経
理
事
務
」パ
ソ
コ
ン
講
習
会

但
馬
長
寿
の
郷

　　　　
「
住
ま
い
の
相
談
会
」

相

談

相

談

「
勤
労
者
相
談
」の
開
設

試
験
・
講
習

試
験
・
講
習

　

こ
こ
ろ
の
病
気
へ
の
理
解
を
深

め
、
適
切
な
対
応
を
学
ぶ
た
め
、

入
院
・
通
院
患
者
の
家
族
を
対
象

に
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
７
日（
日
）午
後
１

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

民
活
動
室
Ｃ
・
Ｄ

▽
内
容

○
講
演「
う
つ
病
を
理
解
し
よ
う
」

・
講
師　

公
立
豊
岡
病
院
副
院
長

（
精
神
科
医
）
高
石
俊
一
さ
ん

○
家
族
同
士
の
話
し
合
い

▽
申
込
期
限　

９
月
２
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
精

神
障
害
者
家
族
連
合
会
事
務
局

（
弥
栄
町　
ロ
マ
ン
ハ
ウ
ス
作
業

所
内
）
�　

－

０
０
１
９
ま
た

２３

は
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
保
健

指
導
課
�　

－

３
６
６
２

２６

平
成　

年
度　

但
馬
地
区

２０精
神
障
害
者
家
族
教
室
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す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー（
養
父
市
）

▽
相
談
内
容　

下
水
道
工
事
に
伴

う
ト
イ
レ
･
浴
室
な
ど
の
改
築
、

段
差
の
解
消
、
住
む
人
に
合
わ

せ
た
新
築
、
増
改
築
の
方
法
な

ど
（
図
面
や
写
真
が
あ
れ
ば
持

参
く
だ
さ
い
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

�
０
７
９－

６
６
２－

８
４
５
６

　

県
司
法
書
士
会
と
県
多
重
債
務

者
対
策
協
議
会
で
は
、
多
重
債
務

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

同
時
に
登
記
、
相
続
、
消
費
者

問
題
、
成
年
後
見
な
ど
の
法
律
無

料
相
談
も
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月　

日（
土
）午
後
１

２０

時
〜
４
時
（
１
件
当
た
り
約　
４０

分
）
※
予
約
優
先

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

▽
予
約
･
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

無
料
法
律
相
談
受
付
専
用

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

県
で
は
、
毎
年
９
月　

日
現
在

１５

で
県
内
に
住
所
が
あ
る　

歳
お
よ

８８

び
１
０
０
歳
の
方
に
、
長
寿
祝
金

を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
他
に

も
祝
福
事
業
が
あ
り
、
対
象
と
な

る
高
齢
者
も
大
幅
に
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
長
寿
祝

金
を
廃
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
内
に
１
０
０
歳

に
な
る
方
に
は
、
知
事
の
祝
状
お

よ
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
９
月　

日
現

１５

在
で
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
平
成　

年
中
に

２０

　

歳
お
よ
び　

歳
に
な

８７

９９

る
方
に
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
年
福
祉
課
高
年
福

祉
係
�　

－

０
０
５
５

２９

　
　

月
１
日
か
ら
、
障
害
者
を
対

１０
象
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま

す
。

▽
免
除
対
象（
変
更
後
）

①
全
額
免
除

・
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
が
世
帯
構
成
員
で

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税
の
場
合

②
半
額
免
除　

・
視
覚
、
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

の
場
合

・
重
度
の
身
体
障
害
者
（
身
体
障

　

９
月
か
ら　

月
ま
で
の
間
に
、

１０

「
法
人
土
地
基
本
調
査
」お
よ
び「
法

人
建
物
調
査
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ 

　

く
り
局
都
市
政
策
課
企
画
調
査
係

�
０
７
８－

３
６
２－

９
２
９
７

害
者
手
帳
１
・
２
級
）・
知
的

障
害
者（
療
育
手
帳
Ａ
）・
精
神

障
害
者
（
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
）
が
世
帯
主
の
場

合
※
障
害
者
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
な
ど
自
宅
に
い
な
い
場
合
は
、

免
除
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
、
印

鑑
を
持
参
の
上
、
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
で
免
除
事
由
の

証
明
を
受
け
、
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
送
付
･
問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
姫
路

支
局
（
〒
６
７
０
‐
０
９
３
７

姫
路
市
元
塩
町
１
０
１
）

　

�
０
７
９－

２
２
５－

１
９
０
１

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
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9月の予定
図書館本館9月のカレンダー

土金木水火月日
654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

302928
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
（竹野総合支所３階）　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

おはなしのゆりかご
４日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
１３日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・のびのびむし（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１２日（金）申込期限

おはなし会
２７日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第６回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

２１日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
（城崎総合支所２階）　

おはなしのこべや
１３日（土）午前１０時３０分～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

５日（金）・１９日（金）午前１１時～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

０～２歳児と保護者対　象

絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

いっしょにおはなし会
４日・１１日・１８日・２５日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

６日（土）午前１１時～６日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

２７日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、折り紙あそびなど内　容

おはなし会

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

３日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

絵本からのおくりもの
１３日（土）・２７日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし会
２８日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

土曜おはなしのへや
２７日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

はばたけ大空へ
～コウノトリ放鳥３周年によせて～
１３日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
児童・生徒・一般対　象
コウノトリのおはなしと紙芝居内　容
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9月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

ほっとたいむ
１日（月）・２５日（木）いずれも午前１１時～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
唱歌や童謡を一緒に歌います。その他、身長や
体重の計測も行います。内　容

１６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象

わいわいコーラス♪♪

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 

９日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
おだんごづくり講　師
エプロン、三角巾持ち物

お月見会

子育てミニ講座
１７日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館　研修室場　所
子育て中の保護者　※託児あり対　象
こども家庭センター講　師

おやこふれあいたいむ
２２日（月）午前１０時３０分～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居やお手玉をします。その他、身長や体重
の計測も行います。内　容

３０日（火）午前１０時～午後３時日　時
竹野子育てセンター場　所
子育て中の保護者対　象
リサイクル商品（子ども服、おもちゃ、日用品等
が１０～１００円で販売されます）内　容

リサイクルバザー

なかよしグングン広場
４日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
３～６歳ぐらいまでの子どもと保護者対　象
子どもの自由遊びや集団遊び、歯科相談、計測
や子育て相談内　容

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 

お月見会
１０日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
おだんごづくり内　容
エプロン、三角巾持ち物

遊ぼう会
１７日（水）午前１０時～正午日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
歌って遊ぼう、昼食会（カレーライス）内　容
白ごはん、スプーン、皿、お茶、
参加費（親子１組５０円）持ち物

なかよし広場
１８日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

子どものこころ育ち講座
１７日（水）、２４日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
子育て中の保護者　２０人（先着順）
※保育は１５人まで対　象

子どものこころの発達、しつけのポイント内　容

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
１日（月）～１２日（金）申込期間

おやこっこ運動遊び
１１日（木）午後１時３０分～２時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳以上の子どもと保護者　２５組（先着順）対　象
１日（月）～１０日（水）申込期間

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高総合支所３階） 

子育てミニ講話
２６日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
ことばの発達について内　容

手遊び・ダンスの会
２２日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象

お月見会
１０日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子対　象
おだんごづくり内　容

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター内） 

パパとあそぼうデー「運動遊び」
６日（土）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
２歳以上の子どもと保護者　１５組（先着順）対　象
８月２８日（木）～９月４日（木）申込期間

色水遊び
１７日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子対　象
濡れてもよい服装で参加ください。その他

お月見会
１０日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
子育て中の親子対　象
歌、人形劇、おだんごづくり内　容

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館内） 
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）

�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

■池長一美トリオ　ｗｉｔｈ　藤井美智
　ジャズナイトスペシャル２００８

Ｆｕｌｌ　Ｍｏｏｎ　Ａｃｔ

　豊岡出身のジャズドラマー池長一美さんと、ピアノ、
ベース、トランペットの一流プレーヤーによる流麗で幻想
的なジャズ演奏をお楽しみください。

　９月８日（月）開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　一般２，５００円　高校生以下２，０００円
　　　　　（当日券は各５００円増）
◇その他　プレステージに田中舞さん（ボーカル）、湯

田大道さん（ギター伴奏）が出演されます。
◇チケット発売中
　　　　※チケットは、市民プラザ、市民会館などで購

入できます。
◇問合せ　池長一美ジャズナイトスペシャル実行委員

会（豊岡市民プラザ内）

■３つの名曲コンサート
　秋彩の心和む季節、３夜にかけてクラシックの名曲を
お楽しみください。３つのコンサートを鑑賞される皆さん
にはお得なセットチケットをお勧めします。セットチケット
予約期間は１０月２日（木）までで、座席指定できます（各
プレイガイドでも購入できます）。
【第１幕】ピアノ三重奏の夕べ
　　　　 （ヴァイオリン・ピアノ・チェロ）

　１０月３日（金）開演１９：００（開場１８：３０）

◇チケット発売中

【第２幕】
　高橋多佳子
　ピアノコンサート
　１０月２４日（金）
　　開演１９：００（開場１８：３０）
◇チケット発売中

【第３幕】
　及川浩治
　ピアノコンサート
　１１月９日（日）
　　開演１４：００（開場１３：３０）
◇チケット発売開始日
　友の会　発売中
　一　般　８月３０日（土）

◇入場料　全席自由 一般2,000円 高校生以下500円
　　　　　（３幕とも同一料金です）
　　　　・セットチケット（座席指定可）
　　　　　友の会 4,500 円　一般 5,000 円
　　　　　高校生以下 1,500 円

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

白井　篤
（ヴァイオリン）

海野春絵
（ピアノ）

　冬を彩る名曲の数々を、色あせない歌声とアコー
スティックの響きに乗せて贈る稲垣潤一のライブを
お楽しみください。

　１１月２９日（土）
　　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定
　Ａ席５，０００円　Ｂ席４，５００円
　桟敷席（ペア）８，０００円
　（当日券は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会９月２８日（日）
　一　般１０月８日（水）
　（各プレイガイドでも購入できます）

■稲垣潤一アコースティックライブ２００８

■第５０回記念サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、交
流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを開催し
ています。今回で５０回目を迎えます。気軽にお立ち寄り
ください。
　９月２０日（土）開演１９：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　矢野サチ子（箏）・

柿本正大（ギター）、
女声合唱団コスモ
ス・シニア、ブルー
トーンスリー＆ボー
カル（ジャズ）

◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

海野幹雄
（チェロ）

池長一美
（ドラム）

吉野弘志
（ベース）

バート ･シーガー
（ピアノ）

藤井美智
（トランペット）

（豊岡市市民芸術文化招へい事業）



33 広報とよおか　2008.8.25

月の主な行事 平成２０年 9
September

ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）（月）１
（火）２

ドラマリーディング体験講座
（１９：００～豊岡市民プラザ、～１０月２２日の水曜日）

（水）３

なかよしグングン広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
スマートアップ教室

（１３：３０～出石健康福祉センター）
黒沼ユリ子の ｢夕鶴 ｣コンサート
　～日本とメキシコを結ぶ夕べ～

（１８：３０～市民会館）

（木）４

第３１回豊岡チャーチル会絵画展
（９：００～市民会館、～７日）

（金）５

但馬ドーム開館１０周年記念事業「ＮＨＫスポー
ツパーク　松岡修造のテニスパーク

（９：５０～県立但馬ドーム）
赤ちゃん運動会〔豊岡地域〕

（１０：００～豊岡市民プラザ）

（土）６

第３５回日高地域ソフトボール大会
（８：３０～三方小学校グラウンド）

但馬地区精神障害者家族教室
（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（日）７

絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

豊岡市国際交流協会外国語講座
（１８：３０～豊岡市民プラザ、～１０月２０日の月曜日）
池長一美トリオ　ｗｉｔｈ　藤井美智　ジャズナイト
スペシャル２００８　Ｆｕｌｌ　Ｍｏｏｎ　Ａｃｔ

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（月）８

お月見会（１０：００～竹野子育てセンター）（火）９
お月見会（１０：００～城崎子育てセンター）
豊岡市国際交流協会外国語講座
（１３：３０～豊岡市民プラザ、～１０月８日の水曜日）

（水）１０

（木）１１
全日本総合男子ソフトボール選手権大会

（１６：００～県立但馬ドーム、～１５日）
（金）１２

わいわいコーラス
（１０：００～竹野子育てセンター）

但馬国府・国分寺館後期公開講座 ｢源氏物
語の世界 ｣－若菜下の巻を読む－第１回

（１３：３０～日高農村環境改善センター）

（土）１３

（日）１４
敬老の日
第６回　城崎温泉観月会（城崎温泉街）

（月）１５

手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）（火）１６

平成２０年８月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,346 

43,230 

47,116 

31,916

（－13人） 

（－17人） 

（＋4人） 

  （＋43世帯） 

▼
海
中
で「
新
種
の
海
草
発
見
」と
思
っ

た
ら
、株
と
白
い
糸
状
の
茎
の
み
残
っ
た

ワ
カ
メ
だ
っ
た
。こ
の
時
期
に
見
る
の

は
初
め
て
。よ
ほ
ど
凪
続
き
だ
っ
た
？

そ
れ
と
も
環
境
変
化
？
祖
母
が
日
陰
を

作
り
、ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
女
の 

子
。変
わ
ら
ぬ
光
景
に
ほ
っ
と
す
る
。
�

▼
最
高
気
温
が　

度
以
上
の
日
が
多
く

３５

な
っ
た
た
め
、
予
報
用
語
に
昨
年
度
追

加
さ
れ
た「
猛
暑
日
」。
突
然
不
意
打
ち

を
食
ら
う
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」。夏
の
代
名
詞
と
な
り

つ
つ
あ
る
こ
の
気
象
状
況
。
地
球
温
暖

化
は
死
の
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
…　

○Ｄ
 

▼
最
近
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
禁
止

撮
影
の
室
内
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た
。

久
々
に
三
脚
を
使
用
し
て
縦
に
横
に
あ

た
ふ
た
撮
影
。
何
百
枚
も
撮
影
し
て
、

後
で
パ
ソ
コ
ン
で
撮
っ
た
画
像
を
見
る

と
ほ
と
ん
ど
が
ブ
レ
て
い
た
。
ま
だ
ま

だ
カ
メ
ラ
と
に
ら
め
っ
こ
が
続
く
。
○Ｙ
 

▼
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
私
た
ち
の
生
活

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
通
勤
途

中
、
出
石
川
の
浅
瀬
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

羽
を
休
め
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
車
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
流

れ
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
。
で
も

彼
ら
は
私
た
ち
の
近
く
に
い
ま
す
。
� ○ Ｉ 1○ Ｉ 2

遊ぼう会（１０：００～城崎子育てセンター）
子育てミニ講演・座談会

（１０：００～但東子育てセンター）
但馬技大セミナー ｢コンプライアンスを守る
ことは成長へのチャンスをつかむこと｣

（１３：３０～県立但馬技術大学校）
たじま花と緑の教室２００８「９月講座」

（１４：００～日高農村環境改善センター）

（水）１７

なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
スマートアップ教室

（１３：３０～出石健康福祉センター）
シェイプアップ教室
（１９：３０～県立但馬ドーム、～１１月１３日の木曜日）

（木）１８

スマートアップ教室
（９：３０～日高農村環境改善センター）

（金）１９

第５０回記念サロンコンサート
（１９：００～豊岡市民プラザ）

第４回但州湯島の盆（城崎温泉街）

（土）２０

世界の遊び　Ｌｅｔ‘ｓ　ｐｌａｙ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ
（１０：３０～豊岡市民プラザ）

第３１回但馬地区ＢＣ級・シニアシングルス
テニス大会（９：００～神美台テニスコート）

（日）２１

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高子育てセンター）
豊岡健康をすすめる会健康教室

（１９：４５～総合体育館）

（月）２２

秋分の日
宝の道七福神大祭（１０：３０～楽音寺　但東町大河内）
第７回但馬国際運動会（１３：３０～総合体育館）

（火）２３

小学生サッカー教室（市内各小学校グラウンド）
お誕生会（１０：００～出石子育てセンター）

（水）２４

ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）
絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）

（木）２５

子育てミニ講話（１０：３０～日高子育てセンター）
母親交流（１０：３０～城崎子育てセンター）

（金）２６

（土）２７
第２回豊岡市長杯ひょうご生涯スポーツフィー
ルドゴルフ大会（９：００～但東シルク温泉やまび
こフィールドゴルフ場　但東町正法寺）
台風から４年目　災害看護フォーラム　ｉｎ　豊岡

（１３：３０～豊岡市民プラザ）
第３１回但馬オープンシングルテニス大会

（９：００～つるぎが丘公園　養父市）

（日）２８

（月）２９
リサイクルバザー（１０：００～竹野子育てセンター）（火）３０
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いのちの教育を探求する館 

東井義雄記念館 東井義雄記念館 東井義雄記念館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 8

■所 在 地　豊岡市但東町出合１５０（但東市民センター内） 
　　　　　　�２１－９０３６  FAX ５４－１０２５ 
■開館時間　１０：００～１６：００ 
■休 館 日　毎週火曜日、祝日、休日、年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　無料 
■ホームページアドレス　http://www3.city.toyooka.lg.jp/ 
　　　　　　　　　　　　　　　　 toui-kinenkan/index.html/

合橋小学校 

但東中学校 

但東市民センター 
但東総合支所 

但東健康福祉センター 

至福知山市 

至与謝野町 

至
出
石
 

426

482

東井義雄記念館 

▲教育委員会但東分室職員の
　大石麻実がご案内します。

　東井義雄は、明治４５年、
但東町佐々木のお寺の長
男として生まれました。
４０年間教職員を勤めなが
ら多くの論文を発表し、
その教育実践は高く評価
されて「日本のペスタ
ロッチ（※注１）」とも呼
ばれています。常に子ど

東井義雄プロフィール（１９１２～１９９１）

もの立場に立った教育を目指して生命の不思議、
生命の素晴らしさを説き、生涯をかけて「いの
ちの教育」の探求に尽くしました。今なお、そ
の教育理念は多くの共感を呼んでいます。

　館内には、著書・論文・
実践記録などの遺墨や遺品
を展示し、展示室中央では
少年期からの生涯をビデオ
放映しています。また、著
書も販売しています。

▲展示室

　東井義雄賞『いのちのことば』を毎年、
募集しています。第６回の今年のテーマ
は「私にとって忘れられない家族のあの
一言」です。今までに ｢親切のグルグル
まわし(第４回)｣、｢看病する人の辛さ、悲
しみよりも、看護される人の辛さ、悲し
さは遙かに大きいのです (第５回 )｣など
が東井義雄賞を受賞しました。

▲冊子『いのちのことば』

　東井教育を広く啓蒙するため、
但馬各地で企画展を開催してい
ます。写真は、今年７月２５日～
２７日に開催した出石市民ホー
ルでの企画展。

▲企画展

　東井義雄記念館は、平
成６年７月に開館しました。
　この施設は ｢いのちの
教育｣｢村を育てる学力｣
で真の学力を探求し、自
己研鑽する場にもなって
います。皆さん、ぜひ、
お越しください。

※注１（ペスタロッチ）…スイスの教育家。孤児教育
や児童教育に一生を捧げた。その教育の目的とす
る理念や実践は、近代西欧の教育界に大きな影響
を与えた。


